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�

23年�
歳 入�

市　税,�
23億9,973万円,�

19.9%

その他収入,�
7億7,230万円�
6.4%

分担金及び負担金,�
1億8,834万円�
1.6%

使用料及び手数料,�
2億5,218万円�
2.1%

国からの交付金,�
3億8,790万円�
3.2%

地方特例交付金,�
3,070万円�
0.3%

地方交付税,�
44億5,000万円,�

36.9%

国・県からの補助金,�
26億5,798万円,�

22.0%

市　債,�
9億2,283万円,�

7.7%

依存財源,�
54億4,942万円�
70.0%

自主財源,�
36億1,258万円�
30.0%

人件費,�
21億864万円,�
17.5%

扶助費�
（生活保護費や�
子ども手当など）,�
27億3,438万円,�

22.7%

公債費�
（借金の返済金）,�
10億2,957万円,�

8.5%

普通建設事業費,�
8億4,829万円,�

7.0%

災害復旧事業費,�
2,752万円,�
0.2%

物件費（ごみ処理や�
し尿処理の委託費など）,�

15億6,655万円�
13.0%,

維持補修費,�
4,384万円,�
0.4%

補助費等,�
14億5,348万円,�

12.1%

積立金,�
9,160万円,�
0.8%

投資及び出資金,�
5,454円,�
0.0%

貸付金,�
2億2,288万円,�

1.8%

繰り出し金,�
19億975万円,�
15.8%

予備費,�
2,000万円,�
0.2% 義務的経費（人件費、�

扶助費、公債費など�
絶対必要な経費）,�
56億7,260万円,�

48.7%

投資的経費（道路、橋、�
公園、学校などの建設に�
充てられる経費）,�
8億7,581万円,�

7.3%

23年�
歳 出�

その他の経費,�
53億1,358万円,�

44.1%

平
成
２３
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
２３
日
ま
で
２２
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
２２
年
度
補
正
予
算
、
２３
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特

別
会
計
予
算
、
条
例
の
制
定
・
全
部
改
正
・
一
部
改
正
、
条
例
の
廃
止
な
ど

３１
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
部
設
置
条
例
、
国
保
条
例
、
総
合
支
所
廃
止
条
例
に
つ
い
て
は
、

反
対
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

ほ
か
の
議
案
に
つ
い
て
も
賛
成
多
数
で
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

賛
否
表
は
Ｐ
７

一
般
質
問
は
、
１５
名
が
３
日
間
に
わ
た
り
市
政
を
質
し
ま
し
た
。

1
2
0
億
6
2
0
0
万
円

を
予
算
化

本
年
度
の
当
初
は
、
昨
年

度
当
初
が
骨
格
予
算
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
対
前
年
度

比
６
・
８
�
増
の
１
２
０
億

６
２
０
０
万
円
を
予
算
化
し

ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
個
人
・
法
人

税
や
た
ば
こ
税
、
固
定
資
産

税
、
入
湯
税
な
ど
の
市
税
は

１
・
７
�
の
減
収
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
主
財
源

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
を
対
前
年
度
比
７
・
６

�
増
の
４４
億
５
０
０
０
万
円

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る

復
興
支
援
対
策
費
と
し
て
、

国
の
予
算
が
ど
れ
く
ら
い
必

要
な
の
か
見
当
も
つ
か
な
い

状
況
で
あ
り
、
そ
の
影
響
が

交
付
税
や
国
庫
補
助
金
な
ど

の
減
額
と
し
て
現
わ
れ
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
昨
年

ま
で
人
材
派
遣
会
社
へ
業
務

委
託
を
お
こ
な
っ
て
い
た
業

務
の
期
限
が
切
れ
る
た
め
、

今
後
は
、
嘱
託
職
員
制
度
と

な
り
、
新
た
に
９１
名
嘱
託
職

員
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
の
人
件
費
は
増
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

人
材
派
遣
が
物
件
費
扱
い
の

た
め
で
、
実
質
は
人
数
が
３

人
増
で
、
金
額
は
１
４
７
５

万
６
０
０
０
円
が
削
減
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
投
資
的
経
費
に
お

け
る
普
通
建
設
事
業
費
が
、

昨
年
当
初
は
骨
格
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
前
年
度

比
１９
・
８
�
増
の
８
億
４
８

２
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
歳
入
に
お
い
て
は

景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
の
落

ち
込
み
や
、
今
回
の
大
震
災

の
影
響
に
よ
る
交
付
金
や
補

助
金
の
減
額
な
ど
が
予
想
さ

れ
、
厳
し
い
財
政
運
営
と
な

る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
議

会
と
し
て
も
厳
し
い
目
を

も
っ
て
、
予
算
執
行
の
状
況

を
監
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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厳しい　　�
平成２３年度 当初予算会計別総括表 （単位：千円）

特
別
会
計
と

企
業
会
計

市
の
会
計
に
は
、
総
務
、

農
林
、
観
光
、
教
育
な
ど
の

一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
、

農
業
集
落
排
水
、
公
衆
浴
場

施
設
な
ど
７
つ
の
特
別
会
計

と
企
業
会
計
（
水
道
事
業
会

計
）
を
合
わ
せ
た
９
つ
の
会

計
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
特
別
会
計
の
収

支
は
、
そ
の
会
計
中
で
合
わ

せ
る
こ
と
が
基
本
で
、
公
共

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
な

ど
に
お
い
て
は
、
使
用
料
の

収
入
と
運
営
費
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
す
べ
て
の
会

計
を
合
計
す
る
と
約
１
９
０

億
２
２
６
８
万
円
が
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
。

貯
金
と借

金

市
の
財
政
に
お
い
て
、
一

般
家
庭
に
お
け
る
貯
金
（
基

金
・
積
立
）
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
利
用
す
る
財
政
調
整

積
立
金
や
公
共
施
設
を
建
設

す
る
た
め
に
利
用
す
る
公
共

施
設
建
設
基
金
な
ど
、
１５
の

基
金
・
積
立
が
あ
り
、
総
額

で
約
４１
億
３
１
６
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、借
金（
起
債
残
高
）

は
、
一
般
会
計
と
特
別
・
企

業
会
計
に
分
け
ら
れ
、
一
般

会
計
が
約
８８
億
２
８
９
１
万

円
、
特
別
・
企
業
会
計
が
約

９７
億
９
８
８
６
万
円
で
、
合

計
す
る
と
約
１
８
６
億
２
７

７
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
借
金
の
な

か
の
一
般
会
計
に
お
け
る
臨

時
財
政
対
策
債
（
３９
億
２
６

６
５
万
円
）
や
、
合
併
特
例

債
（
９
億
４
９
３
３
万
円
）

な
ど
は
、
国
か
ら
交
付
金
と

し
て
、
全
額
ま
た
は
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
補
て
ん
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
・
企
業
会
計

に
お
け
る
借
金
の
返
済
金
の

一
部
は
、
国
や
県
な
ど
か
ら

補
助
金
と
し
て
配
分
さ
れ
る

た
め
、
こ
の
残
高
す
べ
て
が
、

純
粋
な
借
金
と
は
言
え
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

税
収
も
伸
び
悩
み
、
自
主

財
源
が
３０
㌫
と
低
く
、
国
や

県
か
ら
の
依
存
財
源
に
頼
ら

ざ
る
を
え
な
い
現
状
の
中
、

い
か
に
無
駄
な
投
資
を
せ
ず
、

効
率
的
な
財
政
運
営
を
お
こ

な
う
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

増減額

７６４，０００

３３，５５１

５１７

△３５，９３４

２３，６１７

△２３，１２０

４６０

２，０２２

１，１１３

△２８，８８３

３３，２７３

７６９，５０３

平成２２年度
当初予算

１１，２９８，０００

４，０７２，４５５

３０１，４３５

８１９，３８６

２７７，６２５

２８３，３９１

１６９，５２２

５４，１９５

５，９７８，００９

７０８，３６６

２６８，８１１

１８，２５３，１８６

平成２３年度
当初予算

１２，０６２，０００

４，１０６，００６

３０１，９５２

７８３，４５２

３０１，２４２

２６０，２７１

１６９，９８２

５６，２１７

５，９７９，１２２

６７９，４８３

３０２，０８４

１９，０２２，６８９

会計名

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

農 業 集 落 排 水

公 共 下 水 道 事 業

嬉野第７土地区画整理事業

嬉野第８土地区画整理事業

嬉野温泉公衆浴場施設

小 計

収益的支出

資本的支出

合 計

水道事業

特
別
会
計

企
業
会
計

金 額

９億３，２２７万円

７億６，９３８万円

４億６，４０５万円

７億３，２４３万円

３億８，３２４万円

２億 ９３５万円

３億４，９０５万円

５，０００万円

２，９８２万円

２，０４１万円

９５０万円

７００万円

１億３，６９１万円

８９９万円

７６万円

４１億 ３１６万円

基 金 名

財政調整積立金

減債基金

地域福祉基金

公共施設建設基金

土地開発基金

学校建設基金

地域づくり推進事業基金

人づくり振興基金

奨学資金積立金

ふるさと水と土保全対策基金

国民健康保険給付費基金

高額療養費貸付基金

下水道事業基金

繁殖牛貸付基金

ふるさと応援寄付金基金

合 計

未償還残高

２５億９，４６９万円

９８９万円

６２億２，４３３万円

８８億２，８９１万円

３４億２，６３９万円

２５億３，３０３万円

１３億３，８４０万円

８億７，７１５万円

１６億２，３８９万円

９７億９，８８６万円

１８６億２，７７７万円

種 類

普通債

災害復旧債

その他の起債

小 計

農業集落排水

公共下水道

第７土地区画整理事業

第８土地区画整理事業

水道事業

小 計

合 計

区 分

一
般
会
計

特
別
・
企
業
会
計

嬉野市の貯金（基金・積立）残高
平成２３年２月末残高

嬉野市借金（起債）残高
平成２２年度末見込み残高

注…水道事業については２１年度決算による
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反
対
討
論

梶
原

睦
也
議
員

先
ず
は
、
医
療
費
削
減
と

低
所
得
者
へ
の
周
辺
整
備

破綻を回避
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

嬉
野
市
で
は
、
高
齢
化
の

進
行
に
よ
り
医
療
費
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
現
役
世
代
で
国
保

加
入
者
の
減
少
に
よ
り
保
険

税
収
入
は
伸
び
悩
ん
で
お
り

ま
す
。

今
ま
で
は
、
基
金
を
活
用

し
、
税
金
の
負
担
を
抑
え
な

が
ら
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、

基
金
が
底
を
つ
き
合
併
後
初

の
国
保
税
の
引
き
上
げ
と
な

り
ま
す
。

新
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
税
を
実
質
６
・
２
�
引
き

上
げ
、
１
世
帯
平
均
で
年
間

９
６
２
０
円
の
増
税
と
な
り

ま
す
。

所
得
に
応
じ
た
税
率
を

１２
・
３
�
か
ら
１３
・
４
�
に

引
き
上
げ
、
加
入
者
１
人
あ

た
り
均
等
割
を
１
０
０
０
円

増
の
３
万
４
９
０
０
円
、
加

入
世
帯
へ
の
平
等
割
が
３
０

０
０
円
増
の
４
万
５
６
０
０

円
に
な
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
課
に
よ
る
と

引
き
上
げ
で
約
４
０
０
０
万

円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
赤
字
の
可

能
性
を
抱
え
て
い
る
状
況
で

す
。も

し
、
医
療
費
が
増
加
し

赤
字
と
な
れ
ば
、
不
足
額
は

翌
年
度
予
算
を
充
て
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
国
保
税
収

入
だ
け
で
財
源
が
維
持
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
保
険
税
を

段
階
的
に
引
き
上
げ
る
方
針

で
す
。

議
会
と
し
て
は
、
医
療
費

抑
制
の
対
策
と
し
て
健
康
管

理
に
対
す
る
啓
発
を
お
こ
な

い
、
健
康
診
査
の
受
診
率
向

上
と
健
診
後
の
指
導
に
力
を

入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
に
よ
る
医

療
費
の
増
加
は
、
今
後
の
財

源
確
保
と
い
う
大
き
な
問
題

が
あ
り
、
国
保
審
議
会
に
お

い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

国
保
の
引
き
上
げ
を
提
案

さ
れ
た
が
、
基
金
の
不
足
は

予
測
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
わ

ら
ず
、
何
の
対
策
も
せ
ず
長

引
く
不
況
の
中
、
引
き
上
げ

は
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な

い
。安

易
に
引
き
上
げ
る
こ
と

な
く
、
健
康
増
進
策
に
力
を

入
れ
る
べ
き
だ
。

「
早
期
発
見
・
早
期
治

療
」
を
徹
底
す
る
た
め
に
、

市
長
を
先
頭
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

山
形
県
米
沢
藩
が
深
刻
な

財
政
難
に
陥
っ
た
時
、
藩
主

上
杉
鷹
山
は
懸
命
な
努
力
の

末
、
立
て
直
し
を
は
か
っ
た
。

「
な
せ
ば
成
る
、
な
さ
ね

ば
成
ら
ぬ
何
事
も
、
な
ら
ぬ

は
人
の
な
さ
ぬ
な
り
け
り
」

鷹
山
の
有
名
な
言
葉
で
あ

る
。市

長
は
、「
健
康
増
進
の

町
」
宣
言
を
早
急
に
提
案
し
、

健
康
で
豊
か
な
市
民
を
育
む

こ
と
が
、
大
き
な
課
題
で
あ

る
。

本
市
の
国
保
会
計
が
厳
し

い
状
況
下
で
提
案
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
、
激
変
緩
和
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

理
解
す
る
も
の
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
今
日
の
経
済
状

況
を
見
た
と
き
に
、
す
べ
て

の
産
業
が
疲
弊
し
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
国
保

税
の
増
税
は
、
市
民
の
経
済

的
負
担
を
増
大
さ
せ
市
民
の

理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

特
に
、
現
制
度
で
さ
え
も

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
方

に
と
っ
て
は
ま
す
ま
す
支
払

い
が
困
難
に
な
り
、
徴
収
率

の
再
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

先
ず
は
、
最
大
限
の
医
療

費
削
減
と
低
所
得
者
へ
の
周

辺
整
備
を
拡
充
し
徴
収
対
策

の
充
実
を
は
か
る
べ
き
で
あ

り
当
議
案
に
反
対
す
る
。

税の引き上げは
当局の怠慢である

平野 昭義 議員

議会だより うれしの
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賛
成
討
論

加
入
者
に
よ
る
運
営
が
原
則

神
近

勝
彦
議
員

国民健康保険
国
民
健
康
保
険
は
、
赤
字

運
営
で
あ
る
た
め
、貯
金（
基

金
）
を
取
り
崩
し
て
維
持
し

て
き
た
が
、
い
よ
い
よ
貯
金

も
無
く
な
っ
た
。

貯
金
が
無
く
な
る
こ
と
は

以
前
か
ら
解
か
っ
て
お
り
、

市
へ
は
健
全
運
営
の
た
め
に

軽
微
な
税
率
改
正
を
お
こ
な

う
よ
う
指
摘
し
て
き
た
。

２２
年
度
も
４
０
０
０
万
円

以
上
の
赤
字
と
予
想
さ
れ
る
。

経
済
状
況
の
厳
し
い
今
、

税
の
負
担
増
に
は
懸
念
を
感

じ
る
も
の
の
、
国
民
健
康
保

険
は
加
入
者
に
よ
る
運
営
が

原
則
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
今
回
の
税
率
改
正
は

い
た
し
か
た
な
い
も
の
と
思

う
。今

後
も
、
徴
収
率
の
向
上

に
努
め
ら
れ
、
加
入
者
に
お

か
れ
て
は
、
健
康
管
理
に
留

意
さ
れ
医
療
費
の
抑
制
に
努

め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

毎
年
国
保
税
に
は
基
金
か

ら
５
０
０
０
万
円
前
後
の
繰

り
入
れ
を
続
け
て
い
た
た
め
、

基
金
の
枯
渇
は
時
間
の
問
題

で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
執
行
部
に

は
、
数
年
前
か
ら
議
会
と
し

て
国
保
税
の
見
直
し
を
提
案

し
て
き
た
が
、
そ
れ
に
対
し

て
市
長
お
よ
び
執
行
部
は
対

策
を
施
さ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
、
執
行

部
の
問
題
の
先
送
り
、
職
務

怠
慢
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、
赤
字
決
算
を
だ
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
前
提
が
あ

る
。執

行
部
に
は
猛
省
を
求
め

税
の
改
正
に
は
賛
成
を
す
る
。

モウ セイ

執行部に猛省を
うながす

平成２３、２４年度

０

８，０００

１２，１００

２０，１００

平成２２年度まで

０

７，８００

１１，４００

１９，２００

７ 割 軽 減

所 得 割

均 等 割

平 等 割

合 計

平成２３、２４年度

２２３，７００

１２３，４００

４５，６００

３９２，７００

平成２２年度まで

２０５，３００

１１９，８００

４２，６００

３６７，７００

軽 減 な し

所 得 割

均 等 割

平 等 割

合 計

改正前と改正後の比較例
例１ ６５歳以上の１人世帯（収入：年金７９万円）

例２ ４０歳代の夫婦と子供２人の４人世帯（所得：２００万円）

園田 浩之 議員

議会だより うれしの NO.21 2011年4月26日
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反
対
討
論

分
庁
方
式
に
反
対

機構改革
７
月
１
日
か
ら
、
市
役
所

内
の
組
織
が
一
部
変
更
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

嬉
野
市
で
は
、
国
か
ら
の

交
付
税
の
削
減
・
税
収
の
伸

び
悩
み
・
地
方
分
権
に
よ
る

行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ

る
歳
出
の
増
な
ど
に
耐
え
う

る
効
率
的
な
財
政
運
営
の
確

立
の
た
め
、
平
成
１８
年
度
か

ら
平
成
２２
年
度
の
間
に
「
嬉

野
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
お

よ
び
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
役
所
の
職

員
数
も
１７
年
の
４
月
よ
り
２２

年
の
４
月
ま
で
の
５
年
間
に

１５
名
の
減
と
な
り
、
よ
り
効

率
的
な
運
営
を
お
こ
な
う
た

め
に
、
組
織
を
見
直
す
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。

お
も
な
改
正
で
は
、
市
内

で
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
発
化
し
て

い
く
た
め
に
、
企
画
部
の
中

に
あ
っ
た
地
域
づ
く
り
課
を
、

結
婚
支
援
・
地
域
支
援
課
と

し
ま
す
、
ま
た
社
会
教
育
も

同
課
で
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ

を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
く

体
制
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
嬉
野
庁
舎
に
あ
っ

た
農
林
課
を
塩
田
庁
舎
に
移

し
、
塩
田
庁
舎
に
あ
っ
た
産

業
建
設
部
か
ら
建
設
部
を
嬉

野
庁
舎
へ
移
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
農
業
政

策
は
塩
田
庁
舎
に
、
建
設
政

策
は
嬉
野
庁
舎
に
集
中
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
嬉
野
地
区
で
は

茶
業
が
基
幹
産
業
で
も
あ
り
、

新
た
に
嬉
野
庁
舎
に
茶
業
振

興
課
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
革
に
と
も
な
い
、

市
民
の
方
に
は
ご
迷
惑
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
組

織
の
改
革
、
効
率
化
は
こ
れ

か
ら
も
そ
の
都
度
、
状
況
に

合
わ
せ
て
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
組
織
の
変

更
に
よ
り
嬉
野
市
総
合
支
所

設
置
条
例
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

嬉
野
市
部
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

山
口

政
人
議
員

本
市
に
は
、
２
つ
の
庁
舎

が
あ
る
が
、
市
役
所
の
位
置

は
塩
田
庁
舎
と
な
っ
て
お
り
、

嬉
野
庁
舎
は
総
合
支
所
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
る
。

今
回
の
条
例
改
正
は
行
政

組
織
の
改
革
に
伴
い
と
な
っ

て
お
り
、
建
設
部
は
嬉
野
庁

舎
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
総
合
支

所
方
式
で
な
く
分
庁
方
式
で

あ
り
、
今
回
の
よ
う
な
組
織

機
構
の
改
革
を
す
る
場
合
は
、

重
要
な
政
策
の
変
更
で
あ
り
、

広
く
住
民
の
意
見
を
聞
く
べ

き
で
あ
る
。

何
の
た
め
に
合
併
し
た
の

か
と
疑
い
た
く
な
る
し
、
一

体
化
は
と
う
て
い
無
理
だ
と

思
う
。

ま
た
、
住
民
感
情
と
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
以

上
の
理
由
で
反
対
す
る
。

▲農林課は塩田庁舎へ

議会だより うれしの
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反
対
討
論

合
併
協
議
の

確
認
事
項
に
反
す
る

嬉
野
市
総
合
支
所

設
置
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

西
村

信
夫
議
員

今
回
の
嬉
野
総
合
支
所
の

廃
止
は
総
合
支
所
方
式
か
ら

分
庁
方
式
に
変
更
す
る
も
の

で
あ
り
市
民
生
活
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
の
で
あ
る
。

合
併
協
議
会
で
も
総
合
支

所
方
式
を
基
本
と
す
る
も
の

と
確
認
し
て
い
る
。

嬉
野
市
議
会
基
本
条
例
第

７
条
で
は
、
市
長
が
提
案
す

る
重
要
な
政
策
は
議
会
に
詳

細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

よ
う
定
め
て
あ
る
。

今
回
の
嬉
野
市
総
合
支
所

設
置
条
例
の
廃
止
は
提
案
に

至
る
ま
で
の
経
緯
、
将
来
に

わ
た
る
コ
ス
ト
計
算
お
よ
び
、

効
果
な
ど
が
明
確
に
さ
れ
て

お
ら
ず
、
市
民
に
説
明
が
で

き
な
い
。

以
上
の
理
由
か
ら
本
案
に

反
対
す
る
。

平成２３年第１回定例会 賛 否 表 �は賛成 ●は反対 退は退席

１７

山
口

要

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

退

１６

平
野

昭
義

●

●

�

�

●

●

�

�

�

●

●

�

●

１５

西
村

信
夫

●

●

�

�

●

●

�

�

�

●

●

�

●

１４

田
口

好
秋

●

�

�

�

�

●

�

�

�

�

�

�

�

１３

神
近

勝
彦

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

１２

織
田

菊
男

●

●

�

�

�

●

退

�

�

●

●

�

�

１１

田
中

政
司

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

１０

副
島

孝
裕

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

●

９

園
田

浩
之

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

８

梶
原

睦
也

�

●

�

�

�

�

�

�

�

●

●

�

●

７

大
島

恒
典

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

６

小
田

寛
之

�

�

�

�

�

●

●

�

�

�

�

�

�

５

山
口

政
人

●

●

�

�

�

●

�

�

�

●

●

�

●

４

山
下

芳
郎

●

●

�

�

�

�

�

�

�

●

�

�

�

３

田
中
平
一
郎

●

●

�

�

�

●

�

�

�

●

●

�

●

２

山
口

忠
孝

�

●

●

�

�

�

●

�

�

�

�

�

●

１

辻

浩
一

�

�

�

●

�

�

�

●

�

�

�

●

�

番号

表

決

数

１０・７

９・８

１６・１

１６・１

１５・２

１０・７

１４・２

１６・１

１７・０

１０・７

１１・６

１６・１

９・７

結

果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

嬉野市部設置条例の全部改正について

嬉野市国民健康保険税条例の一部改正について

嬉野市乳幼児および就学前児童の医療費の助成に関する条例
の一部改正について

嬉野市営公衆浴場条例の一部改正について

嬉野市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について

嬉野市総合支所設置条例の廃止について

財産の処分について

平成２２年度嬉野市嬉野温泉公衆浴場施設特別会計補正予算

平成２３年度嬉野市一般会計予算

平成２３年度嬉野市国民健康保険特別会計予算

平成２３年度嬉野市後期高齢者医療特別会計予算

平成２３年度嬉野市嬉野温泉公衆浴場施設特別会計予算

平成２３年度嬉野市一般会計予算に対する附帯決議について

議会だより うれしの NO.21 2011年4月26日
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２３
年
度
の
主
な
事
業

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進のののののののののののののののののののののののののののののののののののの助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
をををををををををををををををををををををををををををををををををををを延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長

嬉
野
市
の
定
住
人
口
の
増

加
を
は
か
り
、
嬉
野
市
に
定

住
す
る
人
の
住
宅
取
得
を
奨

励
す
る
た
め
処
置
を
講
じ
、

活
気
と
歓
声
に
満
ち
た
地
域

社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

今
回
、
平
成
２３
年
度
は
、

３
０
０
０
万
円
が
予
算
化
さ

れ
、
事
業
の
期
間
が
平
成
２３

年
６
月
３０
日
ま
で
だ
っ
た
の

を
、
平
成
２６
年
３
月
３１
日
ま

で
、
２
年
９
ヶ
月
間
延
長
し

ま
し
た
。

今
ま
で
、
転
入
奨
励
金
を

利
用
さ
れ
、
嬉
野
市
に
定
住

さ
れ
た
方
は
、
平
成
２０
年
度

は
８
件
で
２８
人
、
平
成
２１
年

度
は
１４
件
で
４３
人
、
平
成
２２

年
度
は
１７
件
で
４０
人
と
な
っ

て
お
り
、
合
計
で
３９
件
の
１

１
１
人
増
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
利
用
し
、
定

住
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
野

市
の
人
口
が
増
え
固
定
資
産

税
も
増
え
、
財
源
の
増
加
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
定
住
者
が
さ
ら
に

増
え
れ
ば
、「
歓
声
が
聞
こ

え
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
も
近

づ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

嬉
野
市
の
人
口
が
も
っ
と

増
え
る
よ
う
、
こ
の
事
業
を

市
内
外
の
皆
様
に
周
知
を
お

こ
な
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

入入浴浴パパススポポーートト
（年間・半年）をを発発行行

「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
湯
」
の

入
場
料
が
４
月
１
日
か
ら
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者

の
方
々
、
１０
名
以
上
の
団
体

や
年
間
通
じ
て
利
用
さ
れ
る

方
々
に
も
っ
と
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
改
正
で
す
。

２２
年
度
当
初
の
入
場
料
の

見
込
み
額
は
４
９
７
７
万
５

０
０
０
円
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
３
５
１
０

万
５
０
０
０
円
と
な
る
見
込

み
で
す
。

健
全
運
営
を
お
こ
な
っ
て

い
く
に
は
入
場
者
の
増
が
か

か
せ
ま
せ
ん
。

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
運
営

費
の
コ
ス
ト
削
減
は
不
可
欠

で
す
が
、
利
用
者
の
ほ
と
ん

ど
が
駐
車
場
の
利
便
性
の
悪

さ
を
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
第
１
・
第
２
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
更
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
え
ま

す
。

備考

・小学生未満について、
保護者同伴の場合に
は無料とする。

・身体障害者等とは、
身体障害者手帳、療
育手帳又は精神障害
者保健福祉手帳の所
持者をいう。

・介護又は介助が必要
な者との同伴につい
ては、７５分とする。

・大浴場又は貸切湯を
使用した者について
は、無料とする。

使用料

３００円

４００円

３００円

２００円

１００円

３３０円

１６０円

４，０００円

２，０００円

３６，０００円

１８，０００円

１８，０００円

９，０００円

２，０００円
又は大浴場
回数券大人
券５枚

１００円

５０円

区分

７０歳以上

一般

身体障
害者等

一般

身体障
害者等

大人
（中学生以上）

こども（小学生）

大人
（中学生以上）

こども（小学生）

大人
（中学生以上）

こども（小学生）

大人
（中学生以上）

こども（小学生）

大人
（中学生以上）

こども（小学生）

大人
（中学生
以上７０歳
未満）

こども
（小 学
生）

単位

入場１回

入場１回

入場１２回

年間入場

半年間入場

５０分

使用１回

種別

大浴場一般券

大浴場団体券
（１０人以上）

大浴場回数券

大浴場パスポート

貸切湯

休憩室

▲新築家屋が増えている
区画整理地内

※上記料金には、消費税を含む。
※貸切湯使用の場合、入湯税を大人１人５０円別途徴収する。

議会だより うれしの
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嬉
野
市
で
は
、
企
業
誘
致

用
地
と
し
て
購
入
し
て
い
た

土
地
を
、
市
内
の
社
会
福
祉

法
人
へ
売
却
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
土
地
は
昭
和
４９
年
よ

り
後
藤
被
服
佐
賀
工
場
と
し

て
、
３５
年
間
創
業
さ
れ
て
き

た
「
ジ
ー
ベ
ッ
ク
」
を
、
２０

年
８
月
に
閉
鎖
、
撤
退
さ
れ

た
の
を
機
に
、
嬉
野
市
が
２０

年
の
１１
月
に
購
入
し
て
い
た

も
の
で
す
。

当
初
、
市
と
し
て
は
企
業

誘
致
を
お
こ
な
う
計
画
で
し

た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
の
世
界
的
な
経
済
不
況

や
、
日
本
経
済
の
衰
退
に
よ

り
、
購
入
後
、
数
件
の
会
社

な
ど
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
契
約
に
は
い

た
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
が
購
入
し
た
金
額
は
９

０
０
０
万
円
に
対
し
、
今
回

の
売
却
金
額
は
６
６
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
議

会
内
で
も
批
判
的
な
意
見
も

出
ま
し
た
。

し
か
し
、
企
業
誘
致
と
し

て
売
却
し
た
場
合
、
条
例
に

よ
り
事
業
所
に
対
し
て
奨
励

金
（
設
置
・
用
地
取
得
）
が

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
今

回
の
売
却
価
格
に
近
い
金
額

に
な
り
ま
す
。

購
入
さ
れ
る
社
会
福
祉
法

人
は
、
塩
田
町
内
で
幅
広
く

福
祉
の
た
め
に
貢
献
し
て
お

ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
福
祉
行

政
の
一
翼
を
担
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

ジーベック跡地を
売却へ

医医
療療
費費
助助
成成
小
学
生
まま
でで
拡拡
充充

子
ど
も
達
へ
の
医
療
費
助

成
は
、
県
と
市
の
共
同
事
業

で
０
歳
か
ら
３
歳
に
な
る
月

ま
で
が
、
１
医
療
機
関
ご
と

に
月
額
３
０
０
円
の
個
人
負

担
で
、
資
格
証
を
交
付
し
て

現
物
給
付
に
よ
る
助
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

３
歳
か
ら
小
学
校
に
入
学

す
る
前
ま
で
は
市
の
単
独
事

業
で
月
に
一
人
あ
た
り
５
０

０
円
の
個
人
負
担
金
で
償
還

払
い
に
よ
る
助
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

２３
年
８
月
か
ら
は
、
入
学

前
ま
で
で
あ
っ
た
対
象
者
が
、

小
学
６
年
生
ま
で
拡
充
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
予
算
上
の

医
療
費
の
負
担
額
は
、
２
３

３
１
万
８
０
０
０
円
増
え
、

総
額
８
０
０
７
万
６
０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
っ

て
、
家
庭
の
収
入
も
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
子
育

て
世
代
に
と
っ
て
子
ど
も
達

へ
の
医
療
費
助
成
は
非
常
に

心
強
い
施
策
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
佐
賀
県
下
に
お

い
て
、
小
学
生
ま
で
医
療
費

助
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る
自

治
体
は
限
ら
れ
て
お
り
、
小

児
医
療
の
不
平
等
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
佐
賀
県
下
の
み
な

ら
ず
全
国
の
小
学
生
ま
で
は
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
医
療
費

助
成
を
お
こ
な
う
よ
う
活
動

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

▲更に利用客を増やしたい

▲旧後藤被服佐賀工場

議会だより うれしの NO.21 2011年4月26日
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保
育
マ
マ
で
子
育
て
支
援

乳
幼
児
や
小
学
生
な
ど
の

子
ど
も
を
も
つ
子
育
て
中
の

保
護
者
を
会
員
と
し
て
、
子

ど
も
を
預
け
る
こ
と
を
希
望

す
る
人
と
、
預
か
る
こ
と
を

希
望
す
る
人
と
の
連
絡
調
整

を
お
こ
な
う
事
業
で
す
。

事
業
費
と
し
て
２
８
０
万

円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
嬉
野

総
合
支
所
内
）
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
専
属
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
預
け
た
い
人

（
お
願
い
会
員
）
と
預
か
る

人
（
ま
か
せ
て
会
員
）
と
の

連
絡
調
整
を
お
こ
な
い
、
現

在
あ
る
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
で

は
対
応
で
き
な
い
、
一
時
的

な
預
か
り
に
対
応
す
る
も
の

で
す
。

こ
の
「
ま
か
せ
て
会
員
」

の
資
質
の
向
上
た
め
に
養
成

講
座
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、「
お
願
い
会
員
」

と
「
お
ま
か
せ
会
員
」
と
の

間
に
は
、
利
用
料
の
支
払
い

が
発
生
す
る
た
め
、
金
銭
の

ト
ラ
ブ
ル
や
、
利
用
時
間
を

守
ら
な
い
場
合
の
対
処
方
な

ど
多
く
の
課
題
も
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
機
能
す
れ
ば
、
子
育
て
世

代
が
、
ほ
か
の
事
業
と
ト
ー

タ
ル
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
安
心
し

て
産
み
育
て
が
で
き
る
「
ひ

と
に
や
さ
し
い
嬉
野
市
」
に

近
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
飲
み
口
に
「
茶
こ
し
器
」

が
セ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
で
、
ボ
ト
ル
内

に
茶
葉
を
入
れ
、
お
湯
を
注

ぎ
、「
茶
こ
し
器
」
を
取
り

付
け
て
飲
む
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。

今
回
「
茶
こ
し
器
」
と
「
カ

バ
ー
」
を
２
５
０
０
個
ず
つ
、

１
０
０
万
円
が
予
算
化
さ
れ

ま
し
た
。

市
内
の
小
学
生
全
員
と
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
参
加
者
を
対

象
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

近
年
清
涼
飲
料
水
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
に
お
さ
れ

て
、
緑
茶
の
消
費
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

急
須
で
お
茶
を
入
れ
る
の

が
面
倒
く
さ
い
こ
と
も
あ
り

敬
遠
さ
れ
る
こ
と
が
原
因
の

ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま

す
。そ

こ
で
、
手
軽
に
お
茶
が

飲
め
る
よ
う
な
「
茶
こ
し

器
」
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

防災無線の
デジタル化に向け調査

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

整
備
事
業
と
し
て
１
７
０
０

万
円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
防
災
無
線
は
塩
田

地
区
に
お
い
て
は
全
戸
設
置

さ
れ
て
お
り
、
嬉
野
地
区
で

は
１
０
０
０
戸
程
度
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
ア
ナ
ロ
グ
波
の

通
信
シ
ス
テ
ム
な
の
で
デ
ジ

タ
ル
対
応
に
統
合
し
、
今
後

嬉
野
地
区
に
お
い
て
も
全
戸

設
置
を
目
指
す
予
定
で
す
。

今
回
は
、
デ
ジ
タ
ル
波
の

中
継
局
位
置
や
カ
バ
ー
エ
リ

ア
ー
の
把
握
の
た
め
の
調
査

業
務
や
、
先
進
地
視
察
の
予

算
で
す
。

先
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
の
よ
う
に
、
防
災
に
関

す
る
情
報
は
市
民
の
生
命
・

財
産
に
大
き
く
影
響
す
る
も

の
で
あ
り
、
迅
速
か
つ
正
確

に
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
情
報
だ
け
で

な
く
防
犯
・
交
通
安
全
・
市

民
生
活
・
行
事
な
ど
の
情
報

も
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
市
民
の
福
祉
向
上
に

役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
各
家
庭
に
設
置

さ
れ
て
い
る
防
災
無
線
を
、

す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
機

種
に
変
更
す
る
に
は
、
多
額

の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
財

源
を
考
慮
し
た
計
画
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▲利用者が増えている支援センター

議会だより うれしの
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足湯と湯けむりで
温泉情緒を

湯
宿
広
場
（
佐
賀
西
信
用

組
合
前
）
整
備
事
業
と
し
て

３
０
１
０
万
円
が
予
算
化
さ

れ
ま
し
た
。

広
場
に
「
足
湯
」
や
「
足

蒸
し
湯
」
そ
し
て
「
湯
煙
発

生
装
置
」
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

湯
宿
広
場
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
足

湯
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
湯
、
温

泉
公
園
と
の
連
携
し
た
散
策

コ
ー
ス
が
広
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

し
か
し
、
以
前
か
ら
議
会じ

で
も
提
案
さ
れ
て
き
た
「
地

た
び旅
」
の
確
立
ま
で
は
で
き
て

お
ら
ず
、
温
泉
街
を
楽
し
み

な
が
ら
散
策
で
き
る
よ
う
に
、

商
店
街
や
観
光
協
会
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
観
光
客
増
に

向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

以
前
か
ら
温
泉
街
は
、
夜

間
暗
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
が
、
温
泉
街
本
通
り
の

九
州
電
力
の
電
柱
に
、
今
回

ア
ー
ム
式
の
街
路
灯
が
１５
基

設
置
さ
れ
ま
す
。

街
路
灯
が
増
え
明
る
く
な

る
こ
と
に
よ
り
、
嬉
野
温
泉

街
の
イ
メ
ー
ジ
が
ア
ッ
プ
さ

れ
、
安
心
・
安
全
に
嬉
野
の

夜
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

り
、
子
ど
も
達
を
含
め
多
く

の
人
に
リ
ー
フ
茶
（
茶
葉
）

の
お
い
し
さ
に
気
づ
い
て
い

た
だ
き
、
ま
た
市
外
の
み
な

さ
ま
に
も
伝
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
お
茶
の
消
費
拡
大
に

つ
な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

汚
泥
を
堆
肥
に
変
え
循
環
型
社
会
へ

今
回
、
農
業
集
落
排
水
事

業
五
町
田
・
谷
所
地
区
に
５

億
１
５
０
０
万
円
が
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
予
算
は
地
区
内
の
管

路
布
設
工
事
と
資
源
循
環
施

設
な
ど
の
建
設
費
で
す
。

現
在
、
上
久
間
・
馬
場

下
・
美
野
の
各
処
理
場
が
稼

動
し
て
い
ま
す
が
、
処
理
汚

泥
は
鹿
島
藤
津
地
区
衛
生
施

設
組
合
に
運
ん
で
最
終
処
理

し
て
い
ま
す
。

三
ヶ
崎
の
資
源
循
環
施
設

の
完
成
後
に
は
、
こ
の
施
設

に
汚
泥
を
集
約
し
、
コ
ン
ポ

ス
ト
化
を
お
こ
な
い
最
終
処

理
を
し
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
化
と
は
処
理

汚
泥
を
脱
水
し
１
次
醗
酵
２

次
醗
酵
さ
せ
て
、
含
水
率
３０

�
の
堆
肥
に
す
る
こ
と
で
す
。

４
地
区
の
接
続
が
１
０
０

�
の
場
合
１
日
当
り
２０
�
袋

で
約
１２
袋
の
製
品
が
で
き
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
製
品
を
販
売
す
る
計

画
で
す
が
、
販
売
用
の
袋
の

大
き
さ
や
、
価
格
に
つ
い
て

は
未
定
で
す
。

農
作
物→

食
事→

排
泄
物

→

堆
肥
と
い
う
循
環
型
の
シ

ス
テ
ム
を
築
く
た
め
に
は
、

市
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

▲茶葉のおいしさに気づいてほしい

▲新たな観光スポットに（湯宿広場）

▲畑作に活用してほしい

議会だより うれしの NO.21 2011年4月26日
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だいじょうぶか？
買買物物弱弱者者支支援援

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、

高
齢
者
の
単
身
世
帯
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

以
前
は
集
落
の
近
く
に
、

生
活
必
需
品
を
あ
つ
か
う
個

人
商
店
が
あ
り
ま
し
た
が
、

郊
外
に
大
型
店
舗
が
で
き
た

こ
と
に
よ
っ
て
激
減
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
自
家
用
車
の
普
及

に
よ
っ
て
、
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
は
路
線
廃
止
や

便
数
の
削
減
が
な
さ
れ
、
高

齢
者
の
な
か
に
は
買
い
物
に

い
け
な
い
「
買
物
弱
者
」
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
県
の
緊
急
雇
用

創
出
基
金
事
業
と
し
て
「
買

物
弱
者
支
援
事
業
」
を
お
こ

な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
商
工
会
へ

委
託
し
、
事
務
お
よ
び
電
話

対
応
に
１
人
、
御
用
聞
き
と

配
達
に
２
人
の
合
計
３
人
を

１
年
間
雇
用
す
る
も
の
で
す
。

対
象
者
の
方
は
、
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
必
要
な
も
の
を

注
文
し
、
商
工
会
の
加
盟
店

か
ら
配
達
人
が
近
く
の
公
民

館
ま
で
届
け
、
注
文
さ
れ
た

方
は
公
民
館
ま
で
と
り
に
き

て
も
ら
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
３
人
の
人
件
費
は
１
年

限
り
で
無
く
な
る
た
め
、
そ

の
後
の
事
業
が
継
続
で
き
る

の
か
不
明
な
点
が
あ
り
ま
す
。

１
年
限
り
の
事
業
と
な
れ

ば
、
対
象
者
と
な
る
方
々
に

大
き
な
落
胆
を
与
え
る
こ
と

に
つ
な
が
ら
な
い
か
、
と
の

懸
念
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す

る
前
に
、
継
続
し
て
い
け
る

体
制
づ
く
り
を
確
立
し
て
か

ら
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

武
道
の
必
修
化
に
向
け
て

平
成
２４
年
度
か
ら
中
学
校

で
は
、
柔
道
や
剣
道
な
ど
武

道
が
、
保
健
体
育
の
必
修
課

目
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
嬉
野
中
学
校
が
必

修
化
に
向
け
た
地
域
連
携
の

指
定
校
と
な
っ
た
た
め
に
、

県
か
ら
１
０
２
万
１
０
０
０

円
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

地
域
の
指
導
者
と
体
育
担

当
教
員
が
連
携
し
、
指
導
力

の
向
上
を
目
指
す
た
め
の
講

演
会
の
謝
金
や
外
部
指
導
者

へ
の
謝
金
、
先
進
地
の
視
察

費
用
な
ど
に
２８
万
６
０
０
０

円
、
柔
道
着
を
４１
着
購
入
す

る
費
用
な
ど
と
し
て
７３
万
６

０
０
０
千
円
が
予
算
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
的
な
文
化
で

あ
る
武
道
を
、
子
ど
も
達
が

経
験
す
る
こ
と
は
意
義
あ
る

こ
と
と
考
え
ま
す
が
、
吉
田

中
学
校
の
武
道
場
は
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
建
て
替
え

の
検
討
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
塩
田
中
学
校
や
嬉

野
中
学
校
の
武
道
場
も
広
さ

や
改
築
ま
で
の
期
間
の
対
応

な
ど
問
題
が
あ
り
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
早
急
に
議

論
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▲買い物をお手伝い

▲練習にはげむ柔道部員

議会だより うれしの
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２２年度３月
補補正正予予算算

２２
年
３
月
の
補
正
予
算
で
２
億
７
３
５
万
円
の

増
額
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
国
か
ら
の
交
付
税
（
普
通
・
特

別
）
の
決
定
に
よ
る
１
億
２
３
４
１
万
５
０
０
０

円
の
増
額
と
、
国
か
ら
の
交
付
金
（
き
め
細
か
な

交
付
金
・
光
を
注
ぐ
交
付
金
）、
１
億
７
８
０
万

円
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

文文
化化
セセ
ンン
タタ
ーー
にに

エエ
レレ
ベベ
ーー
タタ
ーー

嬉
野
文
化
セ
ン
タ
ー
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
伴
わ
せ
て
玄
関
と
入

り
口
周
辺
が
改
修
さ
れ
ま
す
。

こ
の
施
設
は
嬉
野
市
民
に

長
い
間
親
し
ま
れ
て
き
て
お

り
、
大
変
利
用
度
も
高
い
施

設
で
も
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
な
い
た
め
、
高
齢
者
の
方

や
、
体
の
不
自
由
な
方
に

と
っ
て
は
大
変
使
い
勝
手
の

悪
い
施
設
で
あ
り
、
議
会
に

お
い
て
も
何
度
も
こ
の
問
題

は
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。嬉

野
市
と
し
て
は
昨
年
１２

月
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、「
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

お
り
、
今
回
の
改
修
に
よ
り
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す

市
内
の
公
園
を
整
備
へ

国
か
ら
の
交
付
金
２
６
０

０
万
円
を
活
用
し
て
、
市
内

の
５
ヶ
所
の
公
園
を
整
備
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
北
部
球
場

の
ト
イ
レ
が
、
男
女
兼
用
で

あ
り
、
ま
た
、
旧
式
の
便
槽

で
あ
る
た
め
に
大
変
使
い
づ

ら
か
っ
た
た
め
、
水
洗
式
ト

イ
レ
に
整
備
し
、
公
園
内
の

街
灯
も
老
朽
化
し
て
い
た
た

め
に
今
回
整
備
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
塩
田
地
区
の
イ
カ

ダ
公
園
や
中
央
公
園
に
以
前

設
置
し
て
あ
っ
た
遊
具
が
、

老
朽
化
の
た
め
に
撤
去
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
新
た

に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

嬉
野
地
区
で
は
、
み
ゆ
き

公
園
内
の
園
路
の
改
修
や
、

木
製
遊
具
の
改
修
に
あ
て
ら

れ
ま
す
。

今
回
、
主
だ
っ
た
公
園
で

の
施
設
整
備
や
改
修
工
事
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
市
内

を
見
回
し
た
と
き
に
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
い
小
さ
な

公
園
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
公
園
施
設
の
あ
り

か
た
や
、
管
理
方
法
な
ど
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

▲高齢者には不便な階段

▲楽しい歓声が聞こえる公園

議会だより うれしの NO.21 2011年4月26日
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塩
田
中
学
校
改
築
に
お
け
る
防
災
へ
の
意
識
調

査
と
周
辺
住
民
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
な

た
め

提
出
者

織
田

菊
男

議
員

賛
成
者

田
口

好
秋

議
員

小
田

寛
之

議
員

賛
成
討
論

決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

（
抜
粋
）

３
月
１１
日
午
後
に
発
生
し

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
よ
る
大
惨
事
が
発
生
し
た

こ
と
は
日
本
国
民
と
し
て
大

変
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
塩
田

中
学
校
を
現
在
の
場
所
で
改

築
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
現
計
画
で
災
害
に

十
分
対
応
で
き
る
か
疑
問
が

あ
る
。

実
施
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
幅
広
く
意
見
を
収
集

し
、
協
議
す
る
機
会
を
設
け

る
た
め
下
記
の
事
項
に
つ
い

て
調
査
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

１
地
震
・
津
波
に
対
し
て
非

常
に
不
安
と
危
機
感
を

持
っ
て
お
り
、
想
定
外
の

自
然
災
害
が
考
え
ら
れ
、

小
学
校
・
中
学
校
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
意
識
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
。

２
現
在
の
中
学
校
敷
地
内
に

お
い
て
改
築
す
る
場
合
、

町
分
区
、
塩
田
区
お
よ
び

原
町
区
の
住
民
の
了
解
を

得
る
こ
と
。

辻

浩
一
議
員

今
回
の
東
日
本
大
震
災
が

起
こ
っ
た
の
は
皆
様
ご
存
知

の
通
り
だ
と
思
う
。

過
去
の
こ
と
を
見
聞
き
し

て
い
た
が
、
今
回
の
災
害
を

映
像
で
見
る
と
恐
怖
お
ぼ
え

る
。そ

し
て
、
今
回
思
っ
た
の

が
学
校
含
め
公
共
施
設
は
災

害
時
の
非
難
場
所
・
被
災
後

の
生
活
再
建
の
拠
点
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
塩
田
中

改
築
の
答
申
が
提
出
さ
れ
た

時
と
、
今
回
の
災
害
後
で
は

市
民
や
保
護
者
の
皆
様
の
認

識
が
変
化
し
て
い
る
と
思
え

る
の
で
、
今
一
度
立
ち
止

ま
っ
て
調
査
す
る
時
間
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

よ
っ
て
賛
成
す
る
。

田
中

政
司
議
員

今
回
の
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
の
及
ぼ
す
影
響
は
、

災
害
に
対
す
る
考
え
方
に
お

い
て
市
民
に
と
っ
て
も
非
常

に
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

塩
田
中
学
校
が
現
在
の
位

置
に
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
市

民
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
お

ら
れ
る
の
か
調
査
す
る
べ
き

で
あ
る
。

基
本
設
計
か
ら
実
施
設
計

に
移
る
際
、
基
本
設
計
を
市

民
に
提
示
し
、
今
の
場
所
を

変
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
せ
め
て
小
・
中
学
校
の

保
護
者
に
対
す
る
意
識
調
査

を
お
こ
な
い
、
ま
た
そ
の
設

計
内
容
を
塩
田
町
内
の
関
係

地
区
の
市
民
に
同
意
を
得
る

こ
と
は
、
執
行
部
と
し
て
当

然
の
責
務
と
考
え
賛
成
す
る
。

田
口

好
秋
議
員

過
去
に
例
の
な
い
想
定
を

超
え
た
大
災
害
が
発
生
し
た
。

塩
田
中
学
校
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
よ
る
基
本
設
計
で
ど
の

よ
う
な
構
造
で
学
校
を
建
て

る
の
か
、
現
在
の
敷
地
に
か

さ
上
げ
し
て
建
て
る
の
か
、

盛
り
土
し
て
か
ら
建
て
る
の

か
、
そ
の
場
合
周
辺
に
は
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

議
会
に
対
し
説
明
も
な
い

ま
ま
実
施
設
計
に
移
り
、
計

画
が
こ
の
ま
ま
進
む
こ
と
に

危
機
感
を
覚
え
る
。

附
帯
決
議
に
よ
っ
て
、
執

行
部
は
中
学
校
建
設
に
つ
い

て
の
概
要
説
明
を
お
こ
な
い
、

今
回
の
大
災
害
に
対
す
る
保

護
者
の
意
見
を
聴
く
機
会
、

な
ら
び
に
周
辺
住
民
の
了
承

を
得
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と

は
議
会
と
し
て
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。

よ
っ
て
賛
成
す
る
。

採
択
さ
れ
ま
し
た

▲改築される塩田中学校校舎

議会だより うれしの
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反
対
討
論

副
島

孝
裕
議
員

今
回
発
生
し
た
未
曾
有
の

大
災
害
の
直
後
で
あ
り
、
附

帯
決
議
（
案
）
の
主
旨
に
つ

い
て
は
、
概
ね
理
解
で
き
る

が
、
記
・
２
項
目
に
「
現
在

の
中
学
校
敷
地
内
に
お
い
て

改
築
す
る
場
合
、
町
分
区
、

塩
田
区
お
よ
び
原
町
区
の
住

民
の
了
解
を
得
る
こ
と
」
と

あ
る
。

質
疑
の
な
か
で
も
、
塩
田

川
左
岸
側
３
地
区
に
限
定
す

る
た
め
の
明
確
な
理
由
の
説

明
も
な
く
、
右
岸
側
五
町
田

地
区
や
塩
田
中
学
校
区
内
の

住
民
の
了
解
を
得
る
べ
き
と

提
案
者
に
尋
ね
た
が
、
そ
の

必
要
な
し
と
の
答
弁
で
あ
り
、

記
・
２
項
目
の
修
正
が
な
い

以
上
、
こ
の
附
帯
決
議
に
は

賛
成
で
き
な
い
。

塩
田
中
学
校
の
改
築
場
所

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
学
校

施
設
等
検
討
委
員
会
で
協
議

が
な
さ
れ
現
在
地
が
適
当
で

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

今
の
中
学
校
の
位
置
に
決

ま
っ
た
の
も
色
々
な
経
緯
が

あ
っ
て
今
の
中
学
校
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
塩
田
中
学
校
建
築

以
来
幾
多
の
水
害
に
も
会
っ

て
き
た
が
先
生
た
ち
の
配
慮

で
中
学
生
の
犠
牲
者
は
出
て

い
な
い
と
思
う
。

決
議
案
は
現
在
地
で
大
丈

夫
か
と
い
う
こ
と
で
、
場
所

の
選
定
に
な
る
。

想
定
外
の
災
害
が
起
こ
れ

ば
、
絶
対
安
全
と
い
う
場
所

は
な
い
、
他
の
場
所
に
建
築

と
な
れ
ば
塩
田
地
区
の
民
意

を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

よ
っ
て
、
決
議
案
に
反
対

す
る
。

平
野

昭
義
議
員

千
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る

今
回
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
に
よ
る
大
津
波
は
、
未

曾
有
の
大
惨
事
で
あ
る
。

有
明
海
の
歴
史
の
な
か
で
、

「
島
原
大
変
、
肥
後
迷
惑
」

は
安
政
の
頃
の
話
で
、
地
震

で
の
津
波
の
被
害
の
記
録
は
、

塩
田
地
区
に
は
な
い
。

た
だ
、
有
明
海
の
満
潮
時

と
重
な
る
こ
と
が
あ
る
。

昭
和
３７
年
７
月
、
塩
田
町

は
大
水
害
を
受
け
、
国
の
直

轄
事
業
で
２
３
２
億
円
の
巨

額
を
投
じ
、
袋
地
区
の
曲
線

の
堤
防
を
ほ
ぼ
直
線
に
拡
幅

さ
れ
、
袋
地
区
は
屋
敷
、
田

畑
７
町
歩
を
提
供
さ
れ
た
。

ま
た
、
嬉
野
地
区
の
協
力

で
横
竹
ダ
ム
が
完
成
し
た
。

こ
の
提
案
に
、
保
護
者
は

「
い
ま
さ
ら
、
な
ぜ
」
と
の

意
見
で
あ
る
。

私
も
提
案
自
体
に
不
可
解

だ
。

山口 政人 議員
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山
口

該
当
者
の
把
握
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

市
長

民
生
委
員
・
保
健
師

の
活
動
報
告
で
把
握
し
て
い

る
。

山
口

家
庭
介
護
者
の
心
労

に
対
す
る
解
消
問
題
は
ど
う

す
る
の
か
。

市
長

在
宅
介
護
の
悩
み
や

経
験
談
な
ど
を
語
り
合
う
場

の
、
家
族
介
護
者
交
流
事
業

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

山
口

地
域
の
人
が
認
知
症

と
い
う
病
気
を
よ
く
理
解
し
、

見
守
る
た
め
に
、
地
域
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
が
必
要
で

は
な
い
か
。

福
祉
課
長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
に
働
き
か
け
て
、

講
座
を
開
催
し
て
い
き
た
い
。

山
口

行
政
と
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
も
、
広

域
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。

福
祉
課
長

今
後
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、

大
き
な
枠
の
中
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

山
口

市
の
広
報
だ
け
で
な

く
、
家
庭
に
ア
ド
バ
イ
ス
集

を
発
行
し
た
ら
ど
う
か
。

福
祉
課
長

新
し
い
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
み
た
い
と

思
う
。

生
活
保
護
者
対
策

山
口

貧
富
の
差
が
学
力
の

差
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、「
貧
困
の

連
鎖
を
防
ぐ
」
た
め
に
も
、

進
学
へ
の
学
習
支
援
が
必
要

だ
と
思
う
が
ど
う
す
る
。

教
育
長

奨
学
資
金
で
も
県

内
で
は
嬉
野
市
は
手
厚
い
の

で
、
向
学
心
に
燃
え
た
子
ど

神
近

温
泉
４
区
、
下
宿
、

今
寺
、
三
坂
地
区
の
国
道
３４

号
線
は
、
危
険
で
あ
る
。

現
在
の
状
況
と
今
後
の
整

備
に
つ
い
て
、
国
交
省
の
考

え
と
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
長

国
交
省
に
は
、
機
会

が
あ
る
ご
と
に
話
を
し
て
い

る
し
、
知
事
へ
の
要
望
活
動

も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
努
力
し
て
い
く
。

神
近

以
前
に
今
寺
区
で
は
、

沿
線
地
権
者
の
署
名
・
捺
印

を
し
た
要
望
書
を
だ
し
た
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す

べ
き
と
思
う
か
。

市
長

地
元
の
意
見
は
大
き

な
力
と
な
る
の
で
、
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
し
っ
か

り
や
っ
て
い
き
た
い
。

神
近

嬉
野
高
校
か
ら
ブ
ッ

ク
ス
ま
で
は
、
６０
㌢
程
度
の

狭
い
歩
道
だ
が
、
小
学
生
の

通
学
路
で
あ
る
。

こ
の
区
間
は
新
幹
線
の
駅

構
想
の
エ
リ
ア
に
あ
り
、
周

辺
整
備
で
両
側
に
歩
道
を
整

備
で
き
な
い
か
。

市
長

ま
だ
そ
こ
の
と
こ
ろ

ま
で
検
討
で
き
て
い
な
い
。

意
見
と
し
て
承
知
す
る
が
、

当
然
総
合
的
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

増
税
分
は
返
却
せ
よ

神
近

今
年
の
１
月
か
ら
年

少
扶
養
控
除
が
無
く
な
り
税

金
が
増
え
た
。

子
ど
も
手
当
て
が
無
く
な

り
児
童
手
当
に
戻
っ
た
場
合
、

年
収
４
０
０
万
円
の
小
学
生

と
中
学
生
を
持
つ
家
庭
は
ど

の
程
度
増
税
と
な
る
の
か
。

市
長

試
算
で
は
、
所
得
税

が
３
万
６
０
０
０
円
、
市
民

税
が
３
万
９
６
０
０
円
程
度

の
増
税
と
思
う
。

ま
た
、
小
学
生
が
い
な
く

て
、
中
学
生
の
み
の
場
合
は
、

総
額
１０
万
４
０
０
０
円
程
度

の
増
税
と
な
る
。

神
近

中
学
生
の
み
の
世
帯

は
児
童
手
当
を
も
ら
え
な
い

の
で
、
月
額
に
直
す
と
約
９

０
０
０
円
の
大
き
な
負
担
と

な
り
、
生
活
困
窮
世
帯
が
増

え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

本
市
の
年
少
扶
養
控
除
に

よ
る
増
税
総
額
は
、
８
３
０

０
万
円
程
度
と
聞
い
た
が
、

子
ど
も
手
当
が
無
く
な
っ
た

場
合
、
増
税
分
は
返
却
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

提
案
な
の
で
検
討
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
今
ま
で
検
討
し
た
こ
と

が
な
い
の
で
返
却
は
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

し
か
し
、
施
策
と
し
て
返

還
す
る
形
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

国道の歩道整備を進めよ

神 近 勝 彦 議員

努力していく

認
知
症
予
防
対
策
ど
う
す
る

山

口

政

人

議
員

市
全
体
で
支
え
た
い

▲早く安心して通学できるようにしてほしい

答

答
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も
達
に
対
処
し
て
い
る
。

山
口

市
長
は
、
今
の
福
祉

行
政
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
の
か
。

市
長

今
は
、
活
性
化
よ
り

市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を

守
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
全

体
的
な
流
れ
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

財
政
に
つ
い
て

山
口

経
常
収
支
比
率
が
高

い
が
、
今
後
の
改
善
策
と
将

来
の
財
政
運
営
に
問
題
は
な

い
か
。

市
長

嬉
野
市
の
財
政
状
況

は
、
県
内
自
治
体
の
中
で
中

位
に
あ
る
し
、
危
険
範
囲
を

示
す
数
値
は
な
い
。

山
口

投
資
的
事
業
（
道
路

改
良
等
）
に
回
す
金
額
が
少

な
い
。

こ
れ
が
財
政
に
余
裕
が
あ
る

と
い
え
る
の
か
。

市
長

財
政
に
余
裕
が
あ
る

と
は
言
え
な
い
が
、
工
夫
を

し
な
が
ら
、
節
減
で
き
る
も

の
は
節
減
し
、
無
駄
な
補
助

は
し
な
い
と
い
う
原
則
の
も

と
で
財
政
運
営
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

平
野

今
回
、
結
婚
支
援
課

が
設
置
さ
れ
、
カ
ッ
プ
ル
の

誕
生
が
期
待
さ
れ
る
が
、
武

雄
市
の
よ
う
に
公
募
で
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

組
織
を
発
足
し
て
か

ら
し
ば
ら
く
は
市
の
職
員
で

対
応
し
、
市
民
の
皆
様
へ
は
、

広
報
な
ど
で
知
ら
せ
る
。

平
野

市
の
担
当
課
で
の
対

応
は
効
果
が
あ
が
ら
ず
、
無

駄
に
な
ら
な
い
か
。

総
務
部
長

組
織
を
し
っ
か

り
と
か
た
め
職
員
で
努
力
す

る
。

平
野

市
内
の
未
婚
者
数
は
。

市
長

３０
代
９
０
０
名
、
４０

代
５
０
０
名
、
５０
代
４
０
０

名
の
合
計
１
８
０
０
名
。

企
業
誘
致
と

ネ
ギ
栽
培
に
つ
い
て

平
野

平
成
１９
年
度
か
ら
企

業
誘
致
課
が
新
設
さ
れ
、
７

㌶
が
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、

不
況
も
重
な
っ
て
な
ん
の
進

展
も
な
い
。

そ
の
区
画
内
に
地
権
者
が

５
年
間
の
契
約
で
ネ
ギ
の
栽

培
が
な
さ
れ
て
い
る
。

市
の
対
応
を
う
か
が
う
。

市
長

ネ
ギ
栽
培
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
の
方
、
農
業
委

員
会
も
了
解
の
上
で
栽
培
を

さ
れ
て
い
る
。

企
業
誘
致
の
件
に
つ
い
て

も
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
誘
致
が
具
体
化
し
た
場

合
、
相
談
す
る
形
と
な
っ
て

い
る
。

平
野

ネ
ギ
農
園
は
１０
㌶
程

度
の
規
模
拡
大
を
希
望
さ
れ
、

現
地
に
会
社
を
設
置
す
る
計

画
も
あ
る
と
聞
く
。

す
で
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材

の
方
の
雇
用
が
な
さ
れ
て
お

り
、
規
模
拡
大
に
協
力
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

副
市
長

企
業
誘
致
の
候
補

地
で
、
５
年
間
の
利
用
権
設

定
で
あ
る
の
で
契
約
は
や
む

を
え
な
い
。

企
業
進
出
が
決
ま
っ
て
い

な
い
の
で
、
そ
の
間
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
個
人
と
農
園

の
契
約
で
市
か
ら
介
入
す
る

こ
と
は
な
い
。

社
会
資
本
整
備
交
付
金
を

活
用
し
大
型
道
路
計
画
を

平
野

県
西
部
の
活
性
化
は
、

長
崎
自
動
車
道
〜
鹿
島
２
０

７
号
〜
沿
岸
道
路
が
大
動
脈

で
あ
る
。

建
設
計
画
に
向
け
、
期
成

会
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。

市
長

沿
岸
道
路
と
高
速
道

路
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
話

を
し
て
い
る
。

ま
た
、
嬉
野
市
の
塩
田
地

区
を
通
っ
て
武
雄
ま
で
の
要

望
も
し
て
い
る
。

副
市
長

運
送
会
社
の
方
か

ら
も
要
望
を
受
け
た
。

ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
て
い
く
。

結婚支援課長は公募で選考せよ

平 野 昭 義 議員

組織変更の中で職員を配置する

▲地元雇用で弾みがつくネギ農園

答

▲認知症に手だすけを
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梶
原

近
年
、
在
宅
医
療
の

進
展
や
高
齢
化
社
会
の
到
来

に
よ
る
在
宅
介
護
の
増
大
に

と
も
な
い
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
在
宅
医
療
廃
棄
物
の

排
出
量
が
増
加
し
て
い
る
。

本
市
の
現
状
は
。

市
長

家
庭
で
処
理
で
き
る

治
療
後
の
廃
棄
物
は
、
医
療

関
係
者
の
指
示
に
従
い
適
切

に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

梶
原

在
宅
医
療
廃
棄
物
に

つ
い
て
医
療
機
関
な
ど
と
の

協
議
を
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る

か
。

環
境
下
水
道
課
長

医
療
機

関
な
ど
と
協
議
し
た
こ
と
は

な
い
。

梶
原

現
在
、
本
市
で
回
収

し
て
い
る
も
の
の
中
で
、
在

宅
医
療
行
為
に
よ
っ
て
発
生

す
る
注
射
器
や
点
滴
の
バ
ッ

グ
類
、
チ
ュ
ー
ブ
類
、
脱
脂

綿
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
そ
し
て
、

注
射
針
な
ど
適
正
処
理
さ
れ

て
い
る
の
か
。

環
境
下
水
道
課
長

鋭
利
な

医
療
用
注
射
針
や
点
滴
針
は
、

医
師
が
持
ち
帰
る
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
以
外
は
回
収
さ

れ
て
い
る
。

梶
原

他
自
治
体
に
お
い
て
、

在
宅
医
療
廃
棄
物
の
回
収
時

に
、
清
掃
員
や
市
民
が
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
分
別
・

清
掃
中
に
刺
し
針
の
事
故
に

あ
う
な
ど
の
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

環
境
下
水
道
課
長

本
市
に

お
い
て
は
事
故
な
ど
の
記
録

は
な
い
。

梶
原

今
後
と
も
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
万
全
を
期
す
べ

き
だ
。

医
療
機
関
が
対
応
し
た
分

は
、
医
療
機
関
で
産
業
廃
棄

物
と
し
て
適
正
に
処
理
さ
れ

る
。在

宅
医
療
廃
棄
物
と
い
う

の
は
、
た
と
え
ば
イ
ン
シ
ュ

リ
ン
な
ど
の
自
己
注
射
な
ど

で
排
出
さ
れ
る
注
射
器
や
注

射
針
な
ど
が
あ
る
。

現
在
、
在
宅
医
療
は
日
々

進
化
し
て
お
り
、
今
後
、
在

宅
医
療
廃
棄
物
問
題
は
避
け

て
は
通
れ
な
い
。

例
え
ば
、
愛
媛
県
松
山
市

で
は
、
在
宅
医
療
廃
棄
物
の

回
収
方
法
に
つ
い
て
、
市
民

に
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ

れ
て
い
る
。

本
市
で
も
在
宅
医
療
廃
棄

物
の
処
理
に
つ
い
て
再
度
、

勉
強
・
研
究
す
べ
き
だ
。

市
長

全
て
の
医
療
行
為
は
、

医
療
の
資
格
を
持
っ
た
医
療

は
ん
ち
ゅ
う

従
事
者
の
責
任
の
範
疇
に

あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。

も
う
少
し
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

そ
の
他
の
質
問

�

ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
に

つ
い
て

織
田

環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ら

れ
る
の
か
。

市
長

こ
の
協
定
は
将
来
の

課
題
を
大
き
く
か
か
え
こ
む

協
定
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
的
に
は
農
業
面
で
の

影
響
と
い
わ
れ
る
が
農
業
以

外
で
も
影
響
が
あ
る
。

私
の
考
え
で
は
、
国
も
慎

重
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

一
括
協
定
に
つ
い
て
は
ほ

こ
ろ
び
が
で
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
る
。

織
田

嬉
野
市
農
業
に
対
し

て
の
影
響
は
ど
う
考
え
る
。

市
長

試
算
予
想
で
は
生
産

額
の
５４
�
に
つ
い
て
影
響
が

あ
り
、
全
額
で
は
１８
億
３
０

０
０
万
円
で
大
き
い
影
響
が

あ
る
。

織
田

嬉
野
市
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

市
長

後
継
者
の
育
成
に
尽

き
る
と
考
え
る
。

方
法
は
多
岐
に
わ
た
る
。

ま
た
、
現
在
お
こ
な
っ
て

い
る
農
政
を
積
極
的
に
推
進

し
、
嬉
野
市
で
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
を
は
か
る
。

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、

嬉
野
市
ら
し
い
農
産
物
の
開

発
、
推
進
に
努
力
す
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
確
保

さ
れ
れ
ば
新
し
い
展
開
が
で

き
る
も
の
と
期
待
す
る
。

織
田

農
業
の
近
代
化
は
ど

う
す
る
。

市
長

後
継
者
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

圃
場
に
つ
い
て
は
、
若
い

人
が
経
営
し
や
す
い
よ
う
面

積
の
拡
大
や
機
械
化
も
市
と

在宅医療廃棄物の適正処理を

梶 原 睦 也 議員

国のマニュアルを厳守するよう広報する

Ｔ
Ｐ
Ｐ
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
の
所
見
を
う
か
が
う

織

田

菊

男

議
員

多
く
の
こ
と
に
影
響
が
あ
る
と
考
え
る

▲松山市では解かりやすいパンフレットを
配布されている

答
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山
下

猟
友
会
の
充
実
を
は

か
る
た
め
に
次
の
事
項
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

免
許
取
得
の
全
額
補
助

�

箱
わ
な
、え
さ
代
の
補
助

�

埋
設
場
所
を
市
で
確
保

�

市
民
へ
説
明
会
の
開
催

�

小
動
物
の
捕
獲
は
住
民

に
認
可
を

�

緊
急
雇
用
制
度
の
運
用

�

農
道
・
石
垣
・
水
路
等

の
補
修
に
伴
う
助
成

市
長

免
許
取
得
の
補
助
は

当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
る
。

地
域
対
策
説
明
会
は
地
域

の
要
望
が
あ
れ
ば
開
催
す
る
。

埋
設
は
各
自
で
処
分
し
、

種
々
の
提
案
は
検
討
す
る
。

嬉
野
地
区
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
進
め
方
に
つ
い
て

山
下

３
０
０
０
戸
を
超
す

嬉
野
小
校
区
は
歴
史
・
文

化
・
生
活
環
境
が
異
な
り
、

地
区
を
ま
と
め
て
も
無
理
が

あ
る
。

大
字
区
単
位
の
温
泉
区
・

下
宿
区
・
下
野
区
の
３
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
全
体
を

嬉
野
小
校
区
と
し
て
２
段
階

方
式
で
捉
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

組
織
の
作
り
方
と
し

て
準
備
会
で
協
議
さ
れ
た
ら

意
見
を
聞
く
。

山
下

こ
の
準
備
会
の
時
期

が
大
事
で
あ
り
、
急
ぐ
こ
と

な
く
、
対
象
住
民
に
対
し
、

対
話
集
会
を
開
き
、
声
を
広

く
聞
く
べ
き
で
あ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
の
湯
を
核
と

し
た
周
遊
体
験
ゾ
ー
ン
の

商
品
化
に
つ
い
て

山
下

嬉
野
温
泉
の
魅
力

ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
個
人
客

向
け
の
商
品
化
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。

個
々
の
素
材
を
活
か
し
て

温
泉
ゾ
ー
ン
と
し
て
体
験
を

入
れ
た
周
遊
コ
ー
ス
の
策
定

を
提
案
す
る
。

温
泉
公
園
河
畔
に
温
泉
を

利
用
し
た
体
験
施
設
を
作
っ

て
は
い
か
が
か
。

市
長

河
原
（
こ
う
ら
）
の

再
現
も
含
め
個
々
に
手
を
入

れ
温
泉
情
緒
の
あ
る
も
の
に

し
た
い
。

源
泉
集
中
管
理
に
つ
い
て

山
下

湯
河
原
温
泉
の
視
察

は
参
考
に
な
っ
た
。

嬉
野
温
泉
は
エ
リ
ア
、
高

低
差
、
温
度
差
、
泉
質
な
ど

か
ら
管
理
し
や
す
い
し
、
所

有
者
の
権
利
も
維
持
さ
れ
る

の
で
、
話
し
合
い
を
始
め
る

べ
き
で
あ
る
。

市
長

経
緯
か
ら
源
泉
所
有

者
の
合
意
が
基
本
で
あ
り
、

全
体
の
合
意
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

※

イ
ン
タ
ー
前
の
市
所
有

地
の
活
用
に
つ
い
て

し
て
協
力
す
る
。

織
田

農
家
数
も
減
少
し
て

い
る
が
、
市
は
よ
り
以
上
の

生
産
、
販
売
に
協
力
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

市
長

嬉
野
地
区
で
後
継
者

が
増
え
て
い
る
の
は
茶
農
家

と
思
う
。

塩
田
地
区
は
園
芸
作
物
の

後
継
者
が
増
え
て
お
り
、
意

欲
の
あ
る
農
家
も
育
っ
て
い

る
。今

後
も
い
ろ
ん
な
形
で
支

援
す
る
。

織
田

海
外
の
農
産
物
生
産

地
の
視
察
に
つ
い
て
派
遣
の

制
度
は
あ
る
の
か
。

市
長

お
茶
に
対
し
て
は
、

国
内
産
と
は
す
こ
し
違
っ
て

い
る
が
、
海
外
の
研
修
は
有

意
義
な
こ
と
が
あ
る
の
で
い

ろ
ん
な
制
度
を
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
、
我
々
も
幾
ら
か

の
お
手
伝
い
を
す
る
形
も
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

織
田

嬉
野
市
で
輸
出
で
き

る
品
物
は
あ
る
の
か
。

市
長

現
在
あ
る
品
物
で
は

緑
茶
の
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
る
。

新
し
い
農
産
物
の
輸
出
は

な
か
な
か
厳
し
い
と
考
え
る
。

イ
ノ
シ
シ
駆
除
を
強
化
せ
よ

山

下

芳

郎

議
員

前
年
以
上
に
予
算
も
計
上
し
、
状
況
を
見
て
対
応

▲真剣な協議（コミュニティの話し合い）

答
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西
村

菅
総
理
は
６
月
を
目

途
に
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参

加
交
渉
に
踏
み
切
る
か
ど
う

か
を
決
め
る
と
発
言
し
た
が
、

日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
べ

き
か
、
市
長
の
所
見
を
う
か

が
う
。

市
長

２
国
間
協
定
を
丁
寧

に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
こ

と
を
求
め
る
。

西
村

２
国
間
と
は
ア
メ
リ

カ
と
日
本
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自

由
貿
易
協
定
）
の
締
結
と
考

え
る
が
、
対
日
戦
略
に
組
み

込
ま
れ
る
の
で
は
。

市
長

Ｔ
Ｐ
Ｐ
自
体
が
私
は

そ
の
よ
う
な
趣
旨
を
含
ん
で

お
り
、
心
配
し
て
い
る
。

西
村

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
日
本
が
参

加
し
た
際
に
、
嬉
野
市
内
の

農
産
物
が
受
け
る
影
響
を
１８

億
３
０
０
０
万
円
の
減
少
と

試
算
さ
れ
た
が
、
具
体
的
に

は
ど
う
か
。

産
業
建
設
課
長

米
は
生
産

量
減
少
率
９０
�
で
１０
億
６
０

０
０
万
円
の
減
少
、
小
麦
は

１
億
７
０
０
０
万
円
の
減
少
、

お
茶
は
３
億
４
０
０
０
万
円

の
減
少
額
に
な
る
。

２３
年
産
米
の
水
稲
作
付
け

西
村

２３
年
産
米
の
作
付
け

配
分
は
６０
・
９４
�
の
計
画
で

あ
る
。

そ
の
他
に
、
備
蓄
米
を
１

７
９
�
作
付
け
計
画
で
あ
る

が
取
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長

備
蓄
米
は
取
り
組
ま

な
い
で
、
加
工
米
を
優
先
す

辻

高
齢
者
の
使
わ
れ
る
重

層
構
造
の
公
共
施
設
の
Ｕ
Ｄ

化
は
、
ど
う
取
り
組
む
。

市
長

以
前
は
高
齢
者
の
対

策
だ
っ
た
が
、
今
は
全
て
の

市
民
の
対
策
と
考
え
る
。

辻

高
齢
者
を
対
象
の
催
し

物
の
目
的
は
何
か
う
か
が
う
。

教
育
部
長

健
康
を
保
ち
な

が
ら
教
養
を
高
め
、
充
実
を

し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

辻

健
康
で
長
生
き
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
医
療
費
の

削
減
に
つ
な
が
る
と
思
う
が

い
か
が
か
。

健
康
福
祉
部
長

元
気
よ
く

生
き
る
高
齢
者
の
姿
と
い
う

の
を
求
め
な
が
ら
、
福
祉
行

政
は
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

辻

高
齢
者
を
対
象
に
し
た

催
し
物
は
、
い
ろ
ん
な
面
で

役
立
つ
が
、
公
民
館
な
ど
階

段
が
あ
る
の
で
行
き
づ
ら
い

と
聞
く
、
何
ら
か
の
対
策
を

と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

市
長

嬉
野
公
民
館
は
、
最

終
的
に
は
建
て
替
え
を
考
え

て
い
る
。

吉
田
公
民
館
は
、
構
造
的

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が
難

し
い
の
で
、
３
階
の
機
能
を

１
階
に
改
造
で
き
れ
ば
と
思

う
。

辻

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
改
造
、

い
ず
れ
に
し
て
も
今
任
期
中

の
３
ヵ
年
の
内
に
実
現
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が

か
。

市
長

事
務
所
の
配
置
を
ど

う
す
る
か
の
課
題
が
あ
る
の

で
も
う
一
回
よ
く
検
討
す
る
。

生
活
の
足
は
ど
う
す
る

辻

赤
字
路
線
代
替
タ
ク

シ
ー
は
、
利
用
率
が
向
上
し

な
い
が
、
同
じ
形
態
で
存
続

す
る
の
か
。

市
長

国
の
制
度
で
お
こ

な
っ
て
い
る
の
で
今
の
形
態

で
存
続
す
る
。

辻

路
線
以
外
で
買
い
物
難

民
、
医
療
難
民
と
言
わ
れ
る

交
通
弱
者
が
増
え
て
い
る
が
、

実
態
の
把
握
は
し
て
い
る
の

か
。

健
康
福
祉
部
長

福
祉
バ
ス
、

病
院
の
送
迎
が
あ
る
と
思
う

が
具
体
的
数
字
は
把
握
し
て

い
な
い
。

辻

交
通
弱
者
の
た
め
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
取
り
組
め

な
い
か
。

企
画
部
長

色
ん
な
課
題
が

あ
る
が
、
解
決
し
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
願
い
す
る

こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。

辻

運
営
費
や
車
両
の
問
題

が
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
手

当
て
も
可
能
か
。

企
画
部
長

可
能
と
い
う
方

向
で
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

�

企
業
誘
致
対
策
つ
い
て

公
共
施
設
の
Ｕ
Ｄ
化
は

ど
う
進
め
る

辻

浩

一

議
員

す
べ
て
の
市
民
の
対
策
と
考
え
る

TPP参加による
農畜産業への影響は

西 村 信 夫 議員

生産額で１８億３０００万円が減少

▲高齢者にはつらい階段

答
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る
と
聞
い
て
い
る
。

西
村

産
地
資
金
が
嬉
野
市

に
１
４
７
８
万
円
交
付
さ
れ

る
が
、
具
体
的
に
う
か
が
う
。

市
長

大
豆
の
団
地
化
や
販

売
野
菜
、
飼
料
用
稲
お
よ
び
、

加
工
用
米
な
ど
に
活
用
と
聞

い
て
い
る
。

加
工
米
の
助
成
に
つ
い
て

西
村

２３
年
産
加
工
米
作
付

け
に
１０
�
あ
た
り
、
国
の
戸

別
所
得
補
償
と
合
わ
せ
て
３

万
５
０
０
０
円
助
成
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
具
体
的

に
う
か
が
い
た
い
。

産
業
建
設
課
長

理
事
会
で

決
定
す
れ
ば
水
田
協
議
会
で

公
表
さ
れ
る
と
思
う
。

東
部
土
地
改
良
区
内
の

あ
ん
き
ょ

暗
渠
排
水
整
備
に
つ
い
て

西
村

地
域
の
要
望
で
暗
渠

排
水
事
業
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
う
か

が
う
。

市
長

２３
年
・
２４
年
の
２
ヵ

年
で
事
業
計
画
の
作
成
委
託

に
向
け
て
計
画
し
て
い
る
。

補
助
事
業
と
し
て
採
択
に

な
れ
ば
平
成
２５
年
度
か
ら
の

施
行
予
定
に
し
て
い
る
。

副
島

４
０
０
年
の
歴
史
あ

る
肥
前
吉
田
焼
の
歴
史
的
検

証
の
た
め
に
、
正
式
な
発
掘

調
査
を
実
施
す
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
か
。

市
長

以
前
の
調
査
で
貴
重

な
資
料
が
収
集
さ
れ
て
い
る

が
、
最
も
貴
重
で
あ
る
皿
屋

区
公
民
館
周
辺
か
ら
、
納
戸

料
地
区
に
か
け
て
の
細
密
な

調
査
が
完
全
に
で
き
て
い
な

い
。今

後
、
組
織
を
立
ち
上
げ

て
検
証
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
協
議
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

教
育
長

県
立
九
州
陶
磁
文

化
館
や
旧
嬉
野
町
教
育
委
員

会
に
よ
り
、
窯
跡
調
査
を
実

施
し
報
告
書
を
刊
行
し
て
い

る
。今

後
、
随
時
調
査
が
必
要

で
あ
り
、
新
た
な
文
献
資
料

や
陶
磁
器
資
料
の
収
集
に
も

努
め
る
必
要
が
あ
る
。

副
島

茶
業
振
興
と
連
携
し

た「
急
須
で
お
茶
を
」の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
、
窯
業

振
興
と
合
わ
せ
た
今
後
の
展

開
と
し
て
の
構
想
は
。

市
長

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
お
茶
の
お
い
し
い
淹
れ

方
教
室
で
は
、
必
ず
急
須
を

使
い
説
明
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
肥
前
吉
田
焼
は
急

須
・
土
瓶
・
湯
の
み
な
ど
関

連
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も

継
続
し
て
推
進
し
て
い
き
た

い
。

近
代
化
産
業
遺
産
群
を
活

用
し
た
窯
業
振
興
策
は

市
長

近
代
化
産
業
遺
産
群

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
２
年

ほ
ど
遅
れ
て
い
る
の
で
、
有

田
町
と
の
具
体
的
な
連
携
が

で
き
つ
つ
あ
り
、
活
用
に
つ

い
て
再
度
考
え
て
い
き
た
い
。

副
島

塩
田
津
伝
建
地
区
の

町
並
み
や
旧
検
量
所
跡
を
、

志
田
焼
・
肥
前
吉
田
焼
の
常

設
展
示
場
と
し
て
活
用
で
き

な
い
か
。

市
長

伝
建
地
区
の
お
客
様

に
時
間
を
か
け
て
見
て
い
た

だ
く
施
設
が
不
足
し
て
お
り
、

提
案
に
つ
い
て
は
検
討
し
た

い
。

志
田
焼
の
里
博
物
館
内
に

も
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
あ

が
り
、
様
々
な
機
会
で
肥
前

吉
田
焼
を
見
て
い
た
だ
く
仕

掛
け
を
進
め
て
い
き
た
い
。

副
島

陶
土
業
や
窯
元
で
は
、

年
２
回
の
作
業
環
境
測
定
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
窯
元
に
お
い
て
は
、

焼
成
用
ガ
ス
窯
の
老
朽
化
に

よ
る
設
備
改
修
な
ど
、
窯
業

振
興
の
た
め
の
支
援
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

窯
業
全
体
と
し
て
、

県
の
振
興
策
と
し
て
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

国
へ
も
制
度
資
金
な
ど
利

用
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

肥前吉田焼の歴史的検証の
ための発掘調査は
副 島 孝 裕 議員

組織を立ち上げて協議したい

▲伝統を受けつぐ吉田焼の新作

答

▲農家に広がる不安
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田
口

夜
間
窓
口
で
事
務
処

理
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て

い
る
。

死
亡
届
を
提
出
し
火
葬
許

可
証
を
も
ら
う
ま
で
に
、
最

短
で
も
約
１
時
間
か
か
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

長
い
場
合
は
１
時
間
２０
分

も
か
か
っ
て
い
る
。

改
善
策
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

市
長

時
間
外
業
務
に
つ
い

て
は
、
警
備
会
社
に
委
託
し

て
お
り
、
契
約
時
に
業
務
内

容
の
確
認
と
警
備
員
に
対
し

指
導
を
し
て
い
る
が
、
再
度

指
導
の
徹
底
を
お
こ
な
う
。

田
口

委
託
業
務
に
あ
た
る

警
備
会
社
の
職
員
は
限
定
し

て
い
る
の
か
。

財
政
課
長

本
庁
で
４
名
、

支
所
で
３
名
と
な
っ
て
い
る
。

田
口

研
修
の
実
態
は
。

財
政
課
長

研
修
に
つ
い
て

は
、
契
約
時
に
戸
籍
簿
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
研
修
を
し

て
い
る
。

戸
籍
関
係
は
職
員
で
も
難

し
い
事
務
処
理
に
な
る
。

警
備
会
社
の
職
員
が
、
確

実
に
業
務
内
容
を
把
握
す
る

に
は
非
常
に
難
し
い
の
で
、

必
要
最
低
限
の
研
修
を
市
民

税
務
課
長
が
お
こ
な
っ
て
い

る
。

本
庁
市
民
税
務
課
長

今
回

４
名
が
交
代
さ
れ
る
と
聞
き
、

そ
の
中
の
３
名
と
会
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
内
容
説
明
を
し
、

処
理
時
間
が
早
く
済
む
手
順

を
示
し
た
。

今
後
、
警
備
員
の
交
代
が

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度

説
明
し
研
修
を
し
て
い
く
。

田
口

研
修
の
実
態
は
理
解

す
る
が
、
私
か
ら
言
え
ば
生

ぬ
る
い
。

新
し
い
人
が
来
た
ら
手
順

を
示
す
と
言
わ
れ
た
が
、
そ

れ
は
た
ん
な
る
教
え
る
だ
け

で
研
修
で
は
な
い
。

本
庁
の
夜
間
窓
口
は
警
備

員
室
の
外
で
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

椅
子
も
な
く
冬
場
は
非
常

に
寒
い
、
窓
口
と
し
て
は
最

低
で
あ
る
。

市
長

警
備
室
に
入
っ
て
も

ら
っ
て
対
応
で
き
な
い
か
検

討
し
、
す
で
に
鍵
付
き
の
保

管
庫
を
購
入
し
、
個
人
情
報

ろ
う
え
い

の
漏
洩
防
止
に
努
め
改
善
し

て
い
る
。

田
口

本
庁
の
夜
間
窓
口
は

窓
口
対
応
の
中
で
最
低
だ
と

思
っ
て
取
り
上
げ
た
。

寒
い
中
、
窓
の
外
に
立
た

せ
た
ま
ま
、
最
低
で
も
１
時

間
は
か
か
っ
て
い
る
の
が
実

態
な
の
で
、
今
後
さ
ら
に
改

善
し
て
窓
口
対
応
の
時
間
を

短
く
す
る
よ
う
努
力
し
て
ほ

し
い
。

そ
の
他
の
質
問

�

公
有
財
産
の
未
登
記
に

つ
い
て

小
田

市
内
体
育
館
で
の

フ
ッ
ト
サ
ル
競
技
の
利
用
状

況
は
。

教
育
長

轟
小
学
校
の
体
育

館
に
お
い
て
週
１
回
、
嬉
野

市
の
体
育
館
に
お
い
て
週
１

回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び

ス
ク
ー
ル
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。

小
田

轟
小
と
市
の
体
育
館

以
外
に
も
対
応
が
で
き
る
体

育
館
は
あ
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長

塩
田
中
学

校
の
体
育
館
で
も
、
定
期
的

で
は
な
い
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。

小
田

そ
れ
以
外
の
体
育
館

で
、
フ
ッ
ト
サ
ル
競
技
は
壁

の
対
応
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
利
用
を
断
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。

壁
側
へ
、
ネ
ッ
ト
を
張
る

な
り
簡
易
的
な
壁
を
置
く
な

り
、
お
金
を
か
け
ず
に

ち
ょ
っ
と
し
た
整
備
で
競
技

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
な

ら
整
備
し
て
欲
し
い
。

教
育
長

普
及
の
振
興
状
況

と
い
う
か
、
そ
う
い
う
状
況

も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

施
設
整
備
を

小
田

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
が
で
き
る
施
設
の
整
備
を

考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

以
前
、
嬉
野
の
体
育

館
の
壁
面
利
用
が
で
き
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
研
究
は
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
観
客
席

が
張
り
出
し
て
い
る
こ
と
か

夜
間
窓
口
の
改
善
を
は
か
れ

田

口

好

秋

議
員

委
託
業
者
へ
の
指
導
を
徹
底
し
改
善
す
る

フットサル対応の
体育館の充実を
小 田 寛 之 議員

普及の状況を踏まえ検討する

▲改善がのぞまれる夜間窓口

答

答
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田
中

観
光
産
業
を
中
心
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
、
誘
客
の
た
め
の
機

動
力
を
増
す
た
め
に
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
組
織
の
充
実

と
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
、
こ

れ
を
は
か
る
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
。

観
光
課
と
観
光
協
会
が
一

体
化
し
同
じ
フ
ロ
ア
ー
で
業

務
を
お
こ
な
い
、
同
じ
方
向

性
を
持
っ
て
観
光
業
務
を
お

こ
な
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
Ｐ

Ｒ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、
今
以
上
に
充
実
し
た

業
務
に
な
る
と
考
え
る
が
い

か
が
。

市
長

嬉
野
市
と
商
工
３
団

体
と
そ
の
他
の
各
種
団
体
が

協
力
を
し
て
進
め
て
い
る
。

任
意
の
組
織
で
あ
る
が
、

活
性
化
懇
話
会
で
も
意
見
交

換
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

観
光
業
界
で
は
、
嬉
野
市

地
域
力
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
を
立
ち
上
げ
る
よ
う
準

備
中
で
あ
る
。

市
民
総
参
加
の
組
織
に
し

て
お
ら
れ
る
の
で
、
今
後
期

待
を
し
て
い
る
。

第
二
笹
屋
の
跡
地
を
活
用

せ
よ

田
中

第
二
笹
屋
が
閉
館
さ

れ
１
年
半
程
度
経
過
し
て
い

る
。市

で
購
入
し
、「
シ
ー
ボ

ル
ト
の
湯
」
の
駐
車
場
や
、

昨
年
計
画
さ
れ
た
「
湯
の
端

座
」
な
ど
に
利
用
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長

貴
重
な
土
地
で
あ
り
、

民
間
の
観
光
施
設
が
建
設
さ

れ
、
観
光
拠
点
に
な
る
こ
と

が
ベ
ス
ト
と
考
え
て
い
る
。

期
待
し
て
見
守
り
た
い
。

「
茶
の
資
料
館
」
建
設
に

向
け
た
取
り
組
み
は

田
中

茶
の
資
料
館
建
設
に

向
け
資
料
収
集
な
ど
の
た
め

に
準
備
委
員
会
が
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。

現
在
の
状
況
と
建
設
予
定

場
所
は
。

市
長

資
料
館
建
設
を
視
野

に
入
れ
、
活
動
を
開
始
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

聞
き
取
り
や
資
料
の
確
認
、

先
進
地
視
察
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
い
る
の
で
、
今
年
度

に
一
応
の
報
告
を
し
て
い
た

だ
く
。

場
所
に
つ
い
て
は
、「
嬉

茶
楽
館
」
横
の
Ｊ
Ａ
の
土
地

を
考
え
て
お
り
、
先
方
に
も

話
は
し
て
い
る
。

せ
っ
か
く
施
設
を
つ
く
る

の
で
あ
れ
ば
、
周
囲
も
整
備

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
し
、

県
全
体
の
お
茶
の
資
料
と
い

う
こ
と
も
考
え
、
具
体
的
に

は
県
の
ほ
う
に
も
協
力
を
求

め
て
い
き
た
い
。

ら
断
念
し
た
。

あ
る
程
度
大
き
な
体
育
館

の
壁
面
利
用
と
い
う
の
が
望

ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

も
う
１
つ
課
題
は
、
危
険

防
止
と
い
う
こ
と
か
ら
、
専

門
的
な
指
導
者
が
常
時
お
ら

れ
た
ほ
う
が
適
切
で
、
人
的

な
面
ま
で
踏
ま
え
て
研
究
す

る
課
題
が
あ
る
。

小
田

施
設
整
備
は
大
き
な

予
算
が
伴
う
が
、
競
技
者
か

ら
す
れ
ば
、
シ
ュ
ー
ズ
代
ぐ

ら
い
で
気
軽
に
遊
べ
る
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
の
で
前
向
き

に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

費
用
的
に
相
当
か
か

る
と
思
う
。

し
か
し
、
提
案
な
の
で
、

研
究
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

定
住
奨
励
金
に
つ
い
て

小
田

市
外
業
者
か
ら
市
内

の
業
者
へ
「
名
義
を
貸
し
て

く
れ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
と
聞
い
た
が
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

市
長

初
め
て
聞
い
た
が
、

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
な
ら

ば
厳
密
に
取
り
締
ま
り
を
す

る
。

観光課と観光協会の
業務をワンフロアーで

田 中 政 司 議員

十分連携をとりながら業務をおこなう

▲官民一体で誘客の起爆剤へ

答

▲週一回、さわやかな汗（嬉野市体育館）
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田
中

現
在
嬉
野
市
が
所
有

し
て
い
る
土
地
面
積
は
７
３

３
�
と
き
い
て
い
る
が
、
市

が
、
所
有
し
て
い
る
土
地
建

物
が
何
年
で
も
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
な
い
か
、
今
後
ど
の

よ
う
に
利
用
し
て
い
く
の
か
、

厳
し
い
財
政
の
中
、
少
し
で

も
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
利

用
で
き
る
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

市
長

嬉
野
市
が
所
有
し
て

い
る
土
地
建
物
に
つ
い
て
は
、

毎
年
決
算
時
期
に
増
減
の
報

告
を
お
こ
な
い
、
適
切
に
管

理
を
し
て
い
る
。

未
利
用
の
も
の
が
あ
れ
ば
、

売
却
を
だ
い
い
ち
に
考
え
る

よ
う
に
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。で

き
る
限
り
民
間
の
皆
様

が
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
、

市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

集
落
営
農
組
織
の
大
型

機
械
の
更
新
に
つ
い
て

田
中

大
型
機
械
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
国
の
補
助
事
業

で
は
、
な
か
な
か
難
し
い
点

が
あ
る
の
で
市
独
自
の
補
助

事
業
は
な
い
の
か
。

市
長

市
と
し
て
は
独
自
に

で
も
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

農
業
排
水
事
業
は

ど
う
す
る

田
中

嬉
野
市
に
お
い
て
、

圃
場
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
て

か
ら
３０
年
以
上
た
っ
た
現
在
、

山
口

３
月
１１
日
の
東
日
本

大
震
災
は
、
筆
舌
に
尽
く
し

が
た
い
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

３
月
１２
日
の
九
州
新
幹
線

全
線
開
業
の
話
題
は
こ
れ
で

吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
も
私
た
ち
は
前
を

向
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
宿
命
を
背
負
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

わ
が
ま
ち
の
経
営
は
大
丈
夫

な
の
か
。

市
長

財
政
状
況
は
厳
し
さ

を
増
す
い
っ
ぽ
う
だ
が
、
健

全
経
営
に
努
力
し
て
い
る
。

山
口

民
生
費
、
人
件
費
、

公
債
費
な
ど
義
務
的
経
費
の

増
加
は
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
き
て
い
る
が
、
税
収
を
増

や
す
施
策
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

市
長

前
例
の
な
い
長
寿
社

会
の
到
来
、
近
代
化
さ
れ
た

社
会
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
維

持
で
経
費
が
増
大
し
て
い
る
。

自
主
財
源
が
乏
し
い
の
で

交
付
税
の
増
額
と
、
人
口
増

対
策
、
産
業
振
興
の
施
策
に

取
り
組
ん
で
努
力
し
て
い
る
。

山
口

合
併
し
て
そ
の
効
果

は
あ
っ
た
の
か
。

市
長

合
併
し
て
目
に
見
え

る
効
果
は
、
重
複
す
る
経
費

の
削
減
が
あ
り
、
過
去
の
合

併
よ
う
に
平
成
の
合
併
の
成

果
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。

山
口

こ
の
合
併
は
、
結
局

行
政
の
生
き
残
り
策
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

市
長

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。

学
童
保
育
は
学
校
施
設
で

や
る
の
か
、
保
育
所
で
や

る
の
か

山
口

嬉
野
地
区
は
学
校
施

設
で
、
塩
田
地
区
は
保
育
所

で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

他
市
町
村
で
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
長

自
治
体
に
よ
っ
て

様
々
な
取
り
組
み
が
あ
る
。

当
面
は
現
在
の
形
を
継
続

し
て
い
く
。

教
育
長

こ
れ
ま
で
の
歴
史

や
経
過
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か

１
つ
の
方
法
に
す
る
に
は
難

し
い
課
題
が
あ
る
。

山
口

学
童
保
育
が
２
つ
の

形
態
を
と
る
の
に
、
水
源
が

異
な
る
２
つ
の
水
道
事
業
を

統
一
し
よ
う
と
す
る
の
は
、

考
え
方
が
矛
盾
す
る
の
で
は

な
い
か
。

市
長

将
来
的
は
ど
ち
ら
か

に
統
一
す
る
よ
う
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

未使用の市有地を有効活用せよ

田 中 平一郎 議員

売却を第一に考え取り組む

合
併
は
行
政
の

生
き
残
り
策
だ
っ
た
の
か

山

口

忠

孝

議
員

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
っ
た

▲文化センターでの「学童保育」

答

答
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圃
場
の
排
水
が
悪
く
、
大

豆
・
麦
な
ど
作
物
が
思
う
よ

う
に
で
き
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

農
産
物
生
産
振
興
の
観
点

か
ら
、
も
う
一
度
暗
渠
排
水

や
弾
丸
排
水
を
や
り
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

思
う
か
。

市
長

で
き
る
だ
け
事
業
を

組
み
立
て
て
い
き
な
が
ら
、

取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
に
つ
い
て

田
中

も
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

す
る
と
、
す
べ
て
の
品
目
に

つ
い
て
、
関
税
が
撤
廃
さ
れ

農
産
物
の
輸
入
が
さ
ら
に
増

え
、
食
の
安
全
・
安
心
が
脅

か
さ
れ
る
。

国
の
あ
り
方
が
変
わ
り
、

日
本
を
崩
壊
さ
せ
る
よ
う
な
、

こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

市
長

私
と
し
て
は
、
現
在

の
よ
う
な
形
で
農
家
の
生
産

能
力
を
高
め
て
、
努
力
を
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

日
本
と
し
て
は
、
慎
重
な

交
渉
が
必
要
で
あ
る
。

山
口

１
２
５
�
以
下
の
バ

イ
ク
な
ど
の
ナ
ン
バ
ー
は
、

乗
用
車
や
ト
ラ
ッ
ク
と
異
な

り
、
地
方
税
の
課
税
を
示
す

標
識
と
し
て
市
町
村
が
独
自

に
制
定
で
き
る
。

そ
こ
で
全
国
各
地
で
名
所

や
名
物
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
」
が
誕
生
し
て
い
る
。

本
市
で
も
検
討
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

市
長

二
輪
車
に
つ
い
て
は

可
能
性
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
展
開
が
で
き
る
と
期
待
す

る
の
で
今
後
検
討
し
た
い
。

山
口

住
民
負
担
と
行
政
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
な
か
で
、

建
設
現
場
に
住
民
１
人
当
り

の
費
用
、
い
わ
ゆ
る
コ
ス
ト

ア
ピ
ー
ル
を
表
示
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

新
し
い
嬉
野
市
に

な
っ
て
か
ら
は
取
り
組
み
が

で
き
て
な
い
の
で
、
今
後
協

議
を
し
て
い
く
。

山
口

地
域
の
発
展
や
活
性

化
を
目
指
す
事
業
を
市
民
が

企
画
し
、
費
用
算
定
な
ど
を

お
こ
な
い
、
市
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
「
市
民
提

案
制
度
」
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

市
長

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
市

民
が
提
案
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
研
究
し
て
み
た
い
。

山
口

議
会
で
は
他
市
に
先

駆
け
て
「
議
会
基
本
条
例
」

を
制
定
し
、
全
国
各
地
よ
り

視
察
が
相
次
ぐ
な
か
で
、
執

行
部
に
よ
る
「
嬉
野
市
自
治

基
本
条
例
」
が
未
制
定
で
あ

る
。今

後
制
定
に
向
け
て
の
考

え
は
な
い
の
か
。

市
長

取
り
組
み
を
検
討
し

た
が
遅
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
多
く
の
自
治
体

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
制
定

に
む
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

観
光
問
題
ど
う
す
る

山
口

芸
者
の
数
が
大
幅
に

減
少
し
、
芸
奴
文
化
が
す
た

れ
て
い
く
な
か
で
、「
湯
の

端
座
」
に
代
わ
る
施
設
に
つ

い
て
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

か
。

市
長

現
在
、
新
し
い
物
件

の
情
報
が
な
い
の
で
進
展
し

て
い
な
い
。

引
き
続
き
条
件
可
能
な
物

件
を
探
し
た
い
。

山
口

嬉
野
温
泉
の
看
板
の

汚
れ
が
目
立
つ
。

定
期
的
に
点
検
や
清
掃
は

お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

破
損
時
の
管
理
は
し

て
い
る
が
、
清
掃
に
つ
い
て

は
し
て
い
な
い
。

今
後
、
水
ア
カ
な
ど
の
排

除
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た

い

「ご当地ナンバープレート」どうする

山 口 要 議員

今後検討したい

▲市、独自でできるナンバープレートへ

答

▲市有地を有効活用せよ
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広
報
編
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別
委
員
会

〒
８
４
９
‐
１
４
９
２

佐
賀
県
嬉
野
市
塩
田
町
大
字
馬
場
下
甲
１
７
６
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
５
４
‐
６６
‐
９
１
２
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
４
‐
６６
‐
３
１
１
９

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

嬉
野
市
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
頂
い
た
支
援
物
資
、
義
援

金
は
下
記
の
表
の
と
お
り
で

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
嬉
野
市
議
会
は
、

総
額
４０
万
円
の
義
援
金
を
送

り
ま
し
た
。

１２
月
定
例
会
の
塩
田
中
３

年
生
の
議
会
傍
聴
に
続
い
て
、

３
月
１０
日
の
午
後
か
ら
１
時

間
、
大
草
野
小
学
校
の
６
年

生
２８
名
が
、
授
業
の
一
環
と

し
て
議
会
を
傍
聴
さ
れ
ま
し

た
。市

内
の
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
達
が
、
嬉
野
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
興
味
を
も
っ
て
も

ら
え
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
街

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
児
童
生
徒
の

み
な
さ
ん
が
、
多
数
傍
聴
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

歯ブラシ ２２０本

紙おむつ ５，２４３袋

高齢者用おむつ ７，４８０袋

粉ミルク ４７個

ウェットティッシュ ８３個

生理用品 ２，６１４袋

トイレットペーパー ５１１ロール

リンスインシャンプー ５５本

保存食 ３８５食

水 １４４本

その他飲料 ２４本

毛布 １８６枚

尿失禁用パッド ２，８６１枚

東北地方太平洋沖地震の被災地に対する
支援物資及び義援金の受付状況（３月３１日現在）

内容別件数

� 物 資

� 義援金

嬉野市役所受付分 １４，８９４，９１４円

嬉野市社会福祉協議会受付分 ８９０，６６６円

合 計 １５，７８５，５８０円

※日本赤十字社へ送金しています。

� その他 約６４点

開
催
日

会

場

時
間

備
考

５
月
２３
日
�

下
野
公
民
館

開催時間は 午後７時３０分～午後９時
までの予定です。

平成２３年度の議員とかたろう会は、今回と秋の２回の
開催予定です。
市民の皆様の多数の参加をお待ちしております。

鍋
野
公
民
館

５
月
２４
日
�

吉
田
公
民
館

大
草
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

５
月
２５
日
�

三
坂
公
民
館

南
風
館

５
月
２６
日
�

不
動
ふ
れ
あ
い

集
会
所

西
山
公
民
館

●この印刷物は、１部あたり２８円でできています。

▲真剣に傍聴している子ども達

▲たくさんの善意をいただいています
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